
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

国立大学法人 佐賀大学 

先進健康科学研究科 

 

 

 

自 己 点 検・ 評 価 書 

（令和３年度） 

 

 

 

 

 

令和４年１０月２８日 

 

 



 

 

目     次 

 

○はじめに（自己点検評価の方針） 
 
Ⅰ 先進健康科学研究科の現況と特徴 
 
Ⅱ 教育に関する状況と自己評価 

 

領域１ 教育研究上の基本組織に関する基準 

基準１－１ 教育研究上の基本組織が、大学等の目的に照らして適切に構成されていること 

１－１－１（１） 大学院（先進健康科学研究科）の目的 ・・・・・・・・・・・・・ ２ 

１－１－１（２） 先進健康科学研究科の専攻構成 ・・・・・・・・・・・・・・・・ ３ 

基準１－２ 教育研究活動等の展開に必要な教員が適切に配置されていること 

１－２－１    教育研究活動等の展開に必要な教員が適切に配置されていること ３ 

１－２－２ 大学設置基準等各設置基準に照らして、必要な人数の教員を配置して 

         いること・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ４ 

基準１－３ 教育研究活動等を展開する上で、必要な運営体制が適切に整備され機能してい

ること 

１－３－１ 教員組織編成の基本方針 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ５ 

１－３－２（１） 研究科委員会の運営体制 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ６ 

１－３－２（２） 教育委員会等の組織体制 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ８ 

１－３－３ 該当なし 

 

領域２ 内部質保証に関する基準 

基準２－１ 【重点評価項目】内部質保証に係る体制が明確に規定されていること 

２－１－１ 該当なし 

２－１－２ 教育研究上の基本組織一覧 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 10 

２－１－３ 施設整備，学生支援，学生受入等の質保証に関する責任体制 ・・ 10 

基準２－２ 【重点評価項目】内部質保証のための手順が明確に規定されていること 

２－２－１ 該当なし 

２－２－２ 教育の状況・学習成果に関するデータや資料の収集・蓄積と教育の質

の改善・向上を図るための体制 ・・・・・・・・・・・・・・・ 12 

２－２－３ 施設及び設備、学生支援、学生の受入等の自己点検・評価方法 ・ 14 

２－２－４ 大学の構成員（教職員及び学生）の意見の聴取と教育の質の向上・改

善に向けた活用状況 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 14 

２－２－５ 本法人の職員以外の者による検証と意見聴取（外部評価）を踏まえた

対応措置に係る規程等 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 13 

２－２－６ 機関別内部質保証体制における承認された計画を実施する手順 ・ 14 

２－２－７ 機関別内部質保証体制における計画の進捗確認及び対処法の決定手

順 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 15 

基準２－３ 【重点評価項目】 内部質保証が有効に機能していること 

２－３－１ 自己点検・評価の結果を踏まえた対応措置の進捗状況・・・・・ 17 

  ２－３－２ 該当なし 

  ２－３－３ 学生による授業評価等を基にした自己点検評価と教育改善 ・・・ 21 

  ２－３－４ 該当なし 

基準２－４ 教育研究上の基本組織の新設や変更等重要な見直しを行うにあたり、大学とし

ての適切性等に関する検証が行われる仕組みを有していること 

 ２－４－１ 該当なし 



 

 

 

基準２－５ 組織的に、教員の質及び教育研究活動を支援又は補助する者の質を確保し、さ

らにその維持、向上を図っていること 

２－５－１ 該当なし 

２－５－２ 教員の教育及び研究活動に関する評価体制 ・・・・・・・・・・・ 30 

２－５－３ 該当なし 

２－５－４ ファカルティ・ディベロップメントの実施と教育の質の向上や改善へ

の活用 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 31 

２－５－５ 教育支援者・教育補助者の配置・活用 ・・・・・・・・・・・ 34 

２－５－６ 教育支援者や教育補助者に対する教育活動の質の向上を図るための研

修等の取り組み ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 35 

 

領域３ 財務運営、管理運営及び情報の公表 

該当なし 

 

領域４ 施設及び設備並びに学生支援に関する基準 

基準４－１ 教育研究組織及び教育課程に対応した施設及び設備が整備され、有効に活用さ

れていること 

４－１－１ 該当なし 

４－１－２ 該当なし 

４－１－３ 施設・設備の整備と活用状況，安全・防犯面での配慮 ・・・・・ 37 

４－１－４ 該当なし 

４－１－５ 該当なし 

４－１－６ 自主的学習環境（自習室，グループ学習室，情報機器室等）の整備と

利用状況 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 38 

基準４－２ 学生に対して、生活や進路、課外活動、経済面での援助等に関する相談・助言、

支援が行われていること 

４－２－１ 学習相談，助言及び学習支援の実施状況 ・・・・・・・・・・・・ 40 

  ４－２－２ 学生のサークル活動や自治活動等の支援 ・・・・・・・・・・・・ 41 

  ４－２－３ 該当なし 

  ４－２－４ 特別な支援が必要と考えられる学生への生活支援 ・・・・・・・ 44 

  ４－２－５ 学生への経済援助 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  44 

   

領域５ 学生の受入に関する基準 

基準５－１ 学生受入方針が明確に定められていること 

５－１－１ 入学者受入方針（アドミッション･ポリシー） ・・・・・・・・ 44 

基準５－２ 学生の受入が適切に実施されていること 

５－２－１－１ 入学者選抜方法 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 48 

５－２－１－２ 実施体制 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 50 

５－２－２ 選抜方法の検証と改善 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 51 

基準５－３ 実入学者数が入学定員に対して適正な数となっていること 

５－３－１ 入学者の状況  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 52 

 

領域６ 教育課程と学習成果に関する基準 

基準６－１ 学位授与方針が具体的かつ明確であること 

６－１－１ 学位授与方針（ディプロマ・ポリシー） ・・・・・・・・・・・・ 53 

基準６－２ 教育課程方針が、学位授与方針と整合的であること 

６－２－１ 教育課程の編成・実施方針（カリキュラム・ポリシー）  ・・・・ 55 

６－２－２ 教育課程方針と学位授与方針の整合性 ・・・・・・・・・・・・・ 60 



 

 

 

基準６－３ 教育課程の編成及び授業科目の内容が、学位授与方針及び教育課程方針に則し

て、体系的であり相応しい水準であること 

６－３－１ 教育課程の編成 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 61 

６－３－２ 授業科目の内容・水準 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 73 

６－３－３ 他大学等における学習、入学前既修得単位等の認定 ・・・・・・ 78 

６－３－４ 研究指導，学位論文の指導の体制と計画 ・・・・・・・・・・・・ 79 

６－３－５ 該当なし 

基準６－４ 学位授与方針及び教育課程方針に則して、適切な授業形態、学習指導法が採用

されていること 

６－４－１ １年間の授業を行う期間 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 81 

６－４－２ 各科目の授業期間 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 82 

６－４－３ 適切な授業形態，学習指導法の明示 ・・・・・・・・・・・・  91 

６－４－４ 主要授業科目の担当教員 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 93 

６－４－５ 該当なし 

６－４－６ 大学院での夜間等，特定の時間での授業実施 ・・・・・・・・・ 94 

６－４－７ 該当なし 

６－４－８ 該当なし 

６－４－９ 該当なし 

６－４－１０ 該当なし 

６－４－１１ 該当なし 

基準６－５ 学位授与方針に則して適切な履修指導、支援を行っていること 

６－５－１ 履修指導体制の整備，指導，助言 ・・・・・・・・・・・・・・・ 96 

６－５－２ 学生のニーズに応え得る学習相談体制の整備，指導，助言 ・・・ 96 

６－５－３ 社会的・職業的自立を図る能力を培う取組 ・・・・・・・・・・・ 97 

６－５－４ 履修上特別な支援を要する学生等に対する学習支援体制 ・・・・ 97 

基準６－６ 教育課程方針に則して、公正な成績評価が厳格かつ客観的に実施されているこ

と 

６－６－１ 成績評価及び単位認定の基準 ・・・・・・・・・・・・・・・・・ 98 

６－６－２ 成績評価基準の周知 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 98 

６－６－３ 成績評価，単位認定の組織的確認 ・・・・・・・・・・・・・・ 98 

６－６－４ 成績に対する異議申立て制度 ・・・・・・・・・・・・・・・・・ 99 

基準６－７ 大学等の目的及び学位授与方針に則して、公正な卒業（修了）判定が実施され

ていること 

６－７－１ 卒業（修了）の要件 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 100 

６－７－２ 学位論文審査基準 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 111 

６－７－３ 卒業（修了）の要件の周知 ・・・・・・・・・・・・・・・・ 114 

６－７－４ 卒業（修了）認定の実施 ・・・・・・・・・・・・・・・・・ 114 

６－７－５ 該当なし 

基準６－８ 大学等の目的及び学位授与方針に則して、適切な学習成果が得られていること 

６－８－１    標準修業年限内の卒業（修了）率等・・・・・・・・・・・・・ 116 

６－８－２    達成状況を検証・評価するための取組 ・・・・・・・・・・・ 116 

６－８－３    学生の授業評価結果等から判断した教育の成果・効果 ・・・・ 117 

６－８－４    卒業（修了）後一定期間の就業経験等を経た卒業（修了）生からの   

意見聴取・・・・・・・・・・・ ・・・・・・・・・・・・・ 120 

６－８－５    就職先等からの意見聴取・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 120 

  



 

 

Ⅲ 研究に関する状況と自己評価 
  研究科の自己点検評価書参照 
 

Ⅳ 国際交流及び社会連携・貢献に関する状況と自己評価 

  研究科の自己点検評価書参照 

 

Ⅴ 組織運営・施設・その他の部局の重要な取組に関する状況と自己評価 

  研究科の自己点検評価書参照 

 

Ⅵ 令和３年度先進健康科学研究科評価委員会委員及び外部評価者名簿 ・・・ 121 

 

Ⅶ 改善事項一覧等 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 122



 

- 1 - 

○はじめに（自己点検評価の方針） 

この自己点検評価は，国立大学法人佐賀大学大学評価の実施に関する規則第２章で定める「部局等評価」

に基づいて，先進健康科学研究科の目的を達成するための諸活動について自己点検評価を行い，改善を図るこ

とを目的として実施するものである。一方，大学は，学校教育法第109条第２項及び学校教育法施行令第40条

により，７年以内ごとに，文部科学大臣が認めた評価機関による認証評価を受けることが義務付けられている。

この認証評価は，評価機関が定める大学評価基準に基づいて大学全体の教育研究活動等の総合的な状況につい

て評価を実施するものであり，必ずしも各部局等の状況を個別に認証評価する仕組みではない。しかし，大学

の教育研究活動を担う基本的な単位である部局等がその評価基準を満たすことは理の当然であり，先進健康科

学研究科は自己点検評価によりそれを検証する必要がある。 

そこで，今回の自己点検評価の評価項目並びにその観点は，独立行政法人 大学改革支援・学位授与機構が実

施する大学機関別認証評価の基準及び観点を研究科等対象に置き換えて準用し，実施することとした。 

  

Ⅰ 先進健康科学研究科の現況と特徴 

先進健康科学研究科は，医学系研究科（修士課程）の医科学専攻及び看護学専攻，工学系研究科（博士前期

課程）の循環物質化学専攻，先端融合工学専攻，並びに農学研究科（修士課程）の生物資源科学専攻が融合・

改組する形で，2019年４月１日に設置した。 

  教育の特徴として，健康科学分野における先端技術の応用に貢献できる創造性・実践力に秀でたプロフェッ

ショナルな研究者に加え，幅広い領域で「橋渡し」的役割も担える総合能力の高い人材を養成することを目指

している。 

  研究面では，理工学，農学，医学，看護学の領域に跨がる健康医療分野において，新時代の産業需要に対応

する技術革新と，医療・看護を含む臨床現場での先端技術の総合的応用に資する研究を目指している。 
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Ⅱ 教育に関する状況と自己評価 

 

領域 １．教育研究上の基本組織に関する基準 

 

（基準１－１） 教育研究上の基本組織が，大学等の目的に照らして適切に構成されていること 

 

（項目１－１－１）学部及びその学科並びに研究科及びその専攻の構成（学部、学科以外の基本的組

織を設置している場合は、その構成）が、大学及びそれぞれの組織の目的を達成

する上で適切なものとなっていること 

 

（１）先進健康科学研究科の目的 

先進健康科学研究科では，以下の目的を掲げ，教育活動を行っている。 

これらの内容は，学校教育法第99条に規定された大学院一般に求められる目的「大学院は，学術の

理論及び応用を教授研究し，その深奥をきわめ，又は高度の専門性が求められる職業を担うための深

い学識及び卓越した能力を培い，文化の進展に寄与する」に適合している。 

 

根拠資料：佐賀大学大学院先進健康科学研究科規則 

https://kiteikanri2011.admin.saga-u.ac.jp/browse.php?action_treeList&rule=1194.html 

 

資料 1-1-1(1)  先進健康科学研究科の目的 
 

【先進健康科学研究科の目的】＜佐賀大学大学院先進健康科学研究科規則第２条＞ 

研究科は，理工学，農学，医学，看護学の領域にまたがる健康科学分野において，幅広い専門的知識

と研究能力を身に付け，研究・職業倫理，知的財産権，情報セキュリティなどの関連知識を持ち，さら

に幅広い教養と異分野の知識・考え方を取り入れ，複眼的視点から科学的思考ができる高度専門職業人

を養成し，もって地域社会及び国際社会の発展と人類の福祉，文化の進展に寄与することを目的とする。 

 

●各コースの目的 

【生体医工学コースの目的】＜佐賀大学大学院先進健康科学研究科規則第５条第１号＞ 

生体医工学分野の高度な専門知識と技術を有し，科学的思考力と洞察力をもって健康科学に関連する

諸問題を解決する能力と，地域や社会に貢献できる実践力により，生体医工学に関連する新時代の技術

革新を担える高度な人材を養成することを目的とする。 

 

【健康機能分子科学コースの目的】＜佐賀大学大学院先進健康科学研究科規則第５条第２号＞ 

理学・医学・農学にまたがる融合領域の高度な専門技術と知識，及び地域や社会に貢献するための課

題解決力や実践力を有し，健康機能分子科学に関連する新時代の技術革新を担える高度な人材を養成す

ることを目的とする。 

 

【医科学コースの目的】＜佐賀大学大学院先進健康科学研究科規則第５条第３号＞ 

理工学・農学にまたがる幅広い専門知識，先進技術と学際的思考基盤を有し，ヒトを中心とした生命

科学における新たな研究領域の開拓や技術革新に貢献できる新世代の医療系生命科学者を養成するこ

とを目的とする。 

 

【総合看護科学コースの目的】＜佐賀大学大学院先進健康科学研究科規則第５条第４号＞ 

看護学領域に関わる幅広く深い学識，優れた技能，及び学際的な視点・着想に基づいた問題解決能力

を有し，看護学の教育，研究，実践の各分野で指導的役割を果たせる人材を養成することを目的とする。 
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（２）先進健康科学研究科の専攻構成 

先進健康科学研究科では，以下の教育研究組織を構築しており，これらの構成は，各課程・専攻の

教育目的を達成する上で適切なものとなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

根拠資料：先進健康科学研究科ホームページ 

http://www.health.saga-u.ac.jp/  

 

（基準１－２） 教育研究活動等の展開に必要な教員が適切に配置されていること 

 

（項目１－２－１）大学設置基準等各設置基準に照らして、必要な人数の教員を配置していること 

（１）先進健康科学研究科の教員の配置状況 

先進健康科学研究科（修士課程）における研究指導教員及び研究指導補助教員の配置数は下記資料

1-2-1 のとおりで，大学院設置基準第９条で定める資格を有した専任教員数の基準に適合する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料 1-2-1 先進健康科学研究科教員数と大学院設置基準との対照表【学生課資料より作成】 

（令和 3年 5 月 1日現在 ） 

区 分 

研究指導教員数 研究指導補助教員数 

合 
計 

助
手 

非
常
勤
教
員 

平成十一年文部省告示第百七十五号

(大学院設置基準第九条の規定に基づ

く大学院に専攻ごとに置くものとする

教員の数)の抜粋 
教
授 

准
教
授 

講
師 

助
教 計 

教
授 

准
教
授 

講
師 

助
教 

計 

修士課程 
先進健康科

学専攻 
38 34 5 4 81 38 34 5 4 81 162 

 
0 3 

研究指導教員数 13，その内教授数 9、研
究指導補助教員数 0 

 

資料 1-1-1(2) 先進健康科学研究科の課程・専攻構成 

先進健康 

科学研究科 
修士課程 

生体医工学コース 

健康機能分子科学コース 

医科学コース 

総合看護科学コース 

 

先進健康科学専攻 
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（項目１－２－２）教員の年齢及び性別の構成が、著しく偏っていないこと 

 教員組織においては，以下に示すように年齢構成，性別となっている。 

・教員の年齢別・性別内訳（別紙様式１－２－２） （令和 3年 5月 1 日現在） 

 職名 人数 

内訳 

性別 年齢 

男性 女性 
～34 歳 

35～ 45～ 55～ 
65 歳～ 

44 歳 54 歳 64 歳 

男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 

 

教授 38 31 7 0 0 1 0 6 1 24 6 0 0 

准教授 34 26 8 0 0 4 1 16 3 6 4 0 0 

講師 5 2 3 2 0 1 0 0 2 0 0 0 0 

助教 4 4 0 0 0 4 0 0 0 0 0 0 0 

助手 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

 計 81 64 17 2 0 10 1 22 6 30 10 0 0 

 ％ 100％ 89％ 21％ 2％ 0％ 12％ 1％ 27％ 7％ 37％ 12％ 0％ 0％ 
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（基準１－３） 教育研究活動等を展開する上で、必要な運営体制が適切に整備され機能しているこ

と 

 

（項目１－３－１）教員の組織的な役割分担の下で、教育研究に係る責任の所在が明確になっている

こと 

 

１－３－１ 教員組織編成の基本方針 

 先進健康科学研究科の教員は、佐賀大学大学院先進健康科学研究科委員会で資格審査を行い決定し

ている。 

 

根拠資料：国立大学法人佐賀大学基本規則 

     https://kiteikanri2011.admin.saga-u.ac.jp/browse.php?action_treeList&rule=431.html 

佐賀大学大学院先進健康科学研究科委員会規程 

https://kiteikanri2011.admin.saga-u.ac.jp/browse.php?action_treeList&rule=1181.html 

先進健康科学研究科ホームページ 教員一覧 

http://www.health.saga-u.ac.jp/entrance.html 

佐賀大学大学院先進健康科学研究科委員会議事録 

 

・教員組織と教育組織の対応表（別紙様式１－３－１） 

教員組織 
主に対応する教育組織 

根拠資料 
学士課程 大学院課程 

先進健康科学研究科  修士課程 先進健康科学専攻 国立大学法人佐賀大学基本規則 
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 先進健康科学研究科の教員は、佐賀大学大学院先進健康科学研究科委員会で資格審査を行い決定し

ている。 

 

（項目１－３－２）教授会等が、教育活動に係る重要事項を審議するための必要な活動を行っている

こと 

 

（１） 研究科委員会の運営体制 

 

上記のように，先進健康科学研究科においては研究科委員会の下に専門委員会を組織し，下記の規

程等で示す役割や構成により，研究科委員会は毎月 1 回定期的に開催し，また他の委員会は委員長が

必要と認めたときに委員会を開催し，学務など教育活動に係る重要事項を審議しており，その内容は

研究科委員会議事録に記録されている。このように，先進健康科学研究科の教育活動に係る重要事項

を審議するための必要な活動が行われている。 

  

資料 1-3-1(1) 教員組織編成における平成 19 年４月からの基本方針（平成 19 年４月 20 日
教育研究評議会） 
 
１．現行の学部・研究科等の講座は，「教育研究組織の規模並びに授与する学位の種類及び分
野に応じ，必要な教員を置く」ための教員組織編成として，当面その名称と教員構成のま
ま移行するが，旧大学設置基準の講座制で規定されたものとは別の「教員の適切な役割分
担の下で，組織的な連携体制を確保し，教育研究に係る責任の所在が明確になるように教
員組織を編成する」ための教員集団として位置づける（第７条対応）。 

 
２．講座の教員配置は，新大学設置基準第 10 条「教育上主要と認める授業科目については原

則として専任の教授又は准教授に，主要授業科目以外の授業科目についてはなるべく専任
の教授，准教授，講師又は助教に担当させるものとする」，第７条第３項「教育研究水準の
維持向上及び教育研究の活性化を図るため，教員の構成が特定の範囲の年齢に著しく偏る
ことのないよう配慮するものとする」ならびに第 13 条「専任教員の数は，別表第一により
当該大学に置く学部の種類及び規模に応じ定める教授，准教授，講師又は助教の数と別表
第二により大学全体の収容定員に応じ定める教授，准教授，講師又は助教の数を合計した
数以上とする」を指針として，本学の教育研究の目的に照らして整備していくものとし，
旧大学設置基準第９条の廃止により旧来の枠組みにとらわれないものとする。 

 
３．新大学設置基準第 12 条及び第 13 条における専任教員の定義の改正に伴い，本学に置く

専任教員を次のように区分し，各区分に適した教員の選考基準や就業規程等を整備するこ
とにより有効な教員配置を行う。 

（１）専ら大学における教育研究に従事する教員（第 12 条第２項対応） 
（２）専ら大学における教育研究に従事する教員のうち授業を担当しない教員（第 11 条対応） 
（３）大学における教育研究以外の業務に従事する教員（第 12 条第３項対応） 

教育活動の運営体制 

 

先進健康科学研究科委員会（佐賀大学大学院先進健康科学研究科委員会規程参照） 

先進健康科学研究科学生委員会（佐賀大学大学院先進健康科学研究科学生委員会規程参照） 

先進健康科学研究科教育委員会（佐賀大学大学院先進健康科学研究科教育委員会規程参照） 

先進健康科学研究科入学試験委員会（佐賀大学大学院先進健康科学研究科入学試験委員会規程参照） 

先進健康科学研究科評価委員会（佐賀大学大学院先進健康科学研究科評価委員会規程参照） 
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佐賀大学大学院先進健康科学研究科委員会規程【抜粋】 
 （審議事項） 
第２条 研究科委員会は，学長が次に掲げる事項について決定を行うに当たり，当該事項を審議し意見を

述べるものとする。 
 (1) 研究科担当教員の資格審査に関する事項 
(2) 学生の入学及び課程の修了並びに学位の授与に関する事項 
(3) 教育課程の編成に関する事項 
(4) 学生の懲戒に関する事項 
(5) 学生の転研究科及び転コースに関する事項 
(6) 研究科の自己点検・評価に関する事項 
(7) その他研究科の運営に関する事項 

 （組織） 
第３条 研究科委員会は，次に掲げる委員で組織する。 

(1) 研究科長 
(2) 生体医工学，健康機能分子科学，医科学及び総合看護科学コースの長 
(3) 研究科専任の教授 
(4) その他研究科長が必要と認めた者 若干人 

 （委員長） 
第４条 研究科委員会に委員長を置き，前条第１号の委員をもって充てる。 

（議事） 
第５条 研究科委員会は，委員の３分の２以上の出席がなければ，議事を開き，議決をすることができな

い。 
２ 研究科委員会の議事は，出席した委員の過半数をもって決し，可否同数のときは，議長の決するとこ
ろによる。ただし，佐賀大学学位規則（平成１６年４月１日制定）第２４条に規定する事項の議決を行
う場合は，出席した委員の３分の２以上の多数をもって議決しなければならない。 

 （専門委員会等） 
第７条 研究科委員会に，専門的事項を調査検討するため，専門委員会等を置くことができる。 
 
別表（第７条関係） 

委員会の名
称 

委員会の構成 審 議 事 項 事務担当 

先進健康科
学研究科 
学生委員会 

生体医工学，健康機能分子科学，
医科学及び総合看護科学の各コー
スから選出された教授 各１人 
各コースから選出された教員  
各１人 
その他研究科長が必要と認めた者 
若干人 

(1)学生の学生生活に関すること。 
(2)学生の身分に関すること。 
(3)奨学金に関すること。 
(4)学生の就職支援に関すること。 
(5)その他学生生活に関し必要な事項。 

学生課 

先進健康科
学研究科 
教育委員会 

生体医工学，健康機能分子科学，
医科学及び総合看護科学の各コー
スから選出された教授 各１人 
各コースから選出された教員  
各１人 
その他研究科長が必要と認めた者 
若干人 

(1)教育課程の編成及び実施に関する
こと。 

(2)学位論文及び学位審査に関するこ
と。 

(3)その他教育に関し必要な事項。 

 
学生課 

先進健康科
学研究科 
入学試験委
員会 

生体医工学，健康機能分子科学，
医科学及び総合看護科学の各コー
スから選出された教授 各１人 
各コースから選出された教員  
各１人 
その他研究科長が必要と認めた者 
若干人 

(1)研究科の入学者選抜試験の実施に
関すること。 

(2)その他入学者選抜試験に関する重
要事項。 

 
学生課 
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根拠資料：佐賀大学大学院先進健康科学研究科委員会規程 

https://kiteikanri2011.admin.saga-u.ac.jp/browse.php?action_treeList&rule=1181.html 

佐賀大学大学院先進健康科学研究科学生委員会規程 

https://kiteikanri2011.admin.saga-u.ac.jp/browse.php?action_treeList&rule=1184.html 

佐賀大学大学院先進健康科学研究科教育委員会規程 

https://kiteikanri2011.admin.saga-u.ac.jp/browse.php?action_treeList&rule=1182.html 

佐賀大学大学院先進健康科学研究科入学試験委員会規程 

https://kiteikanri2011.admin.saga-u.ac.jp/browse.php?action_treeList&rule=1183.html 

佐賀大学大学院先進健康科学研究科評価委員会規程 

https://kiteikanri2011.admin.saga-u.ac.jp/browse.php?action_treeList&rule=1330.html 

佐賀大学大学院先進健康科学研究科委員会議事録 

 

（２） 教育委員会等の組織体制 

 

  先進健康科学研究科委員会組織図 

 

 

 

先進健康科学研究科では，各コースから選出された教授，教員等で組織された先進健康科学研究科

教育委員会において①教育課程の編成及び実施に関すること，②学位論文及び学位審査に関するこ

と，③その他教育に関し必要な事項を審議している。さらに，上図で示すように，研究科委員会の下

生体医工学

コース会議
健康機能分子科学

コース会議

医科学
コース会議

総合看護科学
コース会議

自然科学域会議 医学域会議

教育委員会

入試委員会

学生委員会

先進健康科学研究科委員会
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に先進健康科学研究科入試委員会，先進健康科学研究科学生委員会を設置するとともに，各コースに

は教育研究を担当する専任教員により組織するコース会議を設け，各コースの運営，入学者選抜試験

及び教育・研究に関して審議を行ない，教育委員会，入学試験委員会，学生委員会及び研究科委員会

に付議することができることとし，研究科の教育活動を総合的に展開する体制となっている。教育委

員会は，委員長が必要と認める際に開催しており，議事録が示すように実質的な審議・検討が行われ

ている。なお，教員人事に関しては，研究科委員会の上位組織である自然科学域会議（理工学・農学

系教員）もしくは医学域会議（医学・看護学系教員）に付議することが定められている。 

 

根拠資料：佐賀大学大学院先進健康科学研究科教育委員会議事録 

佐賀大学大学院先進健康科学研究科委員会議事録 

佐賀大学大学院先進健康科学研究科コース会議規程 

https://kiteikanri2011.admin.saga-u.ac.jp/browse.php?action_treeList&rule=1185.html 

 

・規定上の開催頻度と前年度における開催実績一覧（別紙様式１－３－２） 

会議等名称 規定上の開催頻度 令和３年度における開催実績 

先進健康科学研究科委員会 ――― 定例 １１回、臨時 １回 

先進健康科学研究科教育委員会 ――― 不定期 １１回 

 

（項目１－３－３）全学的見地から、学長若しくは副学長の下で教育研究活動について審議し又は実

施する組織が機能していること 

 該当なし（本部対応） 
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領域 ２．内部質保証に関する基準 

 

（基準２－１）【重点評価項目】内部質保証に係る体制が明確に規定されていること 

 

（項目２－１－１）大学等の教育研究活動等の質及び学生の学習成果の水準について、継続的に維

持、向上を図ることを目的とした全学的な体制（以下、「機関別内部質保証体制」という。）を整備し

ていること 

 該当なし（本部対応） 

 

（項目２－１－２）それぞれの教育研究上の基本組織が、教育課程について責任をもつように質保証 

の体制が整備されていること 

 

・教育研究上の基本組織一覧（別紙様式２－１－２） 

教育研究上の基本組織 組織等の長 教育課程 
教育課程ごとの 

質保証の責任者 
備考 

先進健康科学研究科 先進健康科学研究科長 先進健康科学専攻 先進健康科学研究科長  

 

先進健康科学研究科においては，研究科委員会の下に教育委員会，入学試験委員会，学生委員会の

専門委員会と各コース会議が組織され，1-3-2(1)の規程等で示す役割や構成により，学務など教育活

動に係る重要事項を審議しており，各専門委員会や各コース会議から研究科委員会を経て教育実施組

織への指示事項の伝達が行われ，先進健康科学研究科の教育活動を総合的に展開する体制となってお

り，教育の質的向上・充実を図っている。その内容は研究科委員会議事録，教育委員会議事録，入学試

験委員会議事録及び学生委員会議事録に記録されており，先進健康科学研究科の教育活動に係る重要

事項を審議するための必要な活動が行われている。 

 

（項目２－１－３）施設及び設備、学生支援並びに学生の受入に関する質保証について責任をもつ体 

制を整備していること 

 

先進健康科学研究科では，学生ごとに 1 人の指導担当教員，1 人以上の副指導担当教員を配置する

複数教員指導体制をとり，研究指導はもとより，生活，進路相談等に関する学生のニーズを把握し，

必要な助言を行っている。また，学生の健康や心の相談・助言体制として，保健管理センター及び学

生カウンセラー相談窓口が設置されている。 

先進健康科学研究科研究科における施設及び整備，学生支援，学生受入に関する責任体制は，下記

のように整備されている。 
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・質保証について責任をもつ体制，構成員等の一覧（別紙様式２－１－３） 

施設整備・学生支援 

組織 責任者 活動の内容 構成員 

先進健康科学研究

科教育委員会 
委員長 

・教育課程の編成及び実施に関する 

こと 

・学位論文及び学位審査に関する

こと 

・その他教育に関し必要な事項の審

議 

各コースから選出された教授 

各１名，各コースから選出され

た教員 各１名，その他研究科

長が必要と認めた者 若干名 

先進健康科学研究

科学生委員会 
委員長 

・学生の学生生活に関すること 

・学生の身分に関すること 

・奨学金に関すること 

・学生の就職支援に関すること 

・その他学生生活に関し必要な事項

の審議 

各コースから選出された教授 

各１名，各コースから選出され

た教員 各１名，その他研究科

長が必要と認めた者 若干名 

コース会議 

(各コース) 
コース長 

生体医工学，健康機能分子科学，医

科学及び総合看護科学の各コース

の運営，教育・研究に関する事項を

審議 

コースの教育研究を担当する専

任教員 

 

学生受入 

組織 責任者 活動の内容 構成員 

先進健康科学研究

科入学試験委員会 
委員長 

・研究科の入学者選抜試験の実施

に関すること 

・その他入学者選抜試験に関する

重要事項の審議 

各コースから選出された教授 

各１名，各コースから選出され

た教員 各１名，その他研究科

長が必要と認めた者 若干名 

コース会議 

(各コース) 
コース長 

生体医工学，健康機能分子科学，

医科学及び総合看護科学の各コー

スの運営，入学者選抜試験に関す

る事項を審議 

コースの教育研究を担当する専

任教員 
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（基準２－２）【重点評価項目】内部質保証のための手順が明確に規定されていること 

 

（項目２－２－１）それぞれの教育課程について、以下の事項を機関別内部質保証体制が確認する手

順を有していること 

（１）学位授与方針が大学等の目的に則して定められていること 

（２）教育課程方針が大学等の目的及び学位授与方針と整合性をもって定められていること 

（３）学習成果の達成が授与する学位に相応しい水準になっていること 

 該当なし（本部対応） 

 

（項目２－２－２）教育課程ごとの点検・評価において、領域６の各基準に照らした判断を行うこと

が定められていること 

 

教育の状況・学習成果に関するデータや資料の収集・蓄積と教育の質の改善・向上を図るための体制 

令和元年度に，佐賀大学における「教育の質保証の推進に係るガイドライン」に“教育の実施結果

について自己点検・評価に関する組織を整備し，教育課程の編成及び教育の質の維持又は向上に必要

な手順を定め実行すること”が加えられた。これに伴い，先進健康科学研究科においてもコース毎に

教育コーディネーターを配置した上で，コース会議の下にコース教育会議，教育点検評価会議，教育

改善会議，教育プログラム会議の専門部会を置き，規定する項目（資料 2-2-2(1)）について教育課程の

点検・改善を行なう体制を整備した。 

また，佐賀大学教育コーディネーター制度」に基づき Check 組織，Act 組織（点検内容を踏まえた改

善を提言），Plan 組織（提言を踏まえた教育計画を立案），Do 組織（教育計画を実行）が回っているか

を確認する各コースの教育コーディネーターで組織する先進健康科学研究科コーディネーター会議を

設置し，統括教育コーディネーターを中心に教育内容及び教育方法の改善，教員の教育能力の向上，

教育効果の検証，教育の自己点検・評価及び改善等の，教育の内部質保証体制について審議し，研究

科全体における PDCA サイクルを実質化する体制を整えた（資料 2-2-2(2)）。 

 

・教育課程における評価の内容を規定する規定類一覧（別紙様式２－２－２） 

教育課程 評価の内容を規定する規定類 内部質保証の統括責任者による決定日 

先進健康科学研究科 佐賀大学大学院先進健康科学研究科教育委員会

規程 

平成３１年３月７日制定 

佐賀大学大学院先進健康科学研究科コース会議

規定 

平成３１年３月７日制定 

佐賀大学大学院課程における教育の質保証に関

する方針 

平成２５年３月１５日制定 

佐賀大学大学院課程における教育の質保証の推

進に係るガイドライン 

平成２５年１２月２５日制定 

佐賀大学大学院先進健康科学研究科における教

育課程点検・改善実施要項 

令和２年１月１５日制定 

佐賀大学大学院先進健康科学研究科教育コーデ

ィネーター会議規程 

令和２年１月１５日制定 
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資料 2-2-2(1) 教育課程点検・改善実施要項別表     
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資料 2-2-2(2) ＰＤＣＡサイクル 

 

 

 

（項目２－２－３）施設及び設備、学生支援、学生の受入に関して行う自己点検・評価の方法が明確

に定められていること 

 

先進健康科学研究科における施設設備，学生支援，学生受入に関して，自己点検，評価方法等は下

記のとおり定めている。 

 

・自己点検・評価の実施時期、評価方法を規定する規定類一覧（別紙様式２－２－３） 

評価の対象 実施時期 評価方法を規定する規定類 

施設設備 毎年度 佐賀大学大学院先進健康科学研究科委員会規程 

学生支援 毎年度 佐賀大学大学院先進健康科学研究科学生委員会規程 

学生受入 毎年度 佐賀大学大学院先進健康科学研究科入学試験委員会規程 

 

（項目２－２－４）機関別内部質保証体制において、関係者（学生、卒業生（修了生）、卒業生（修了

生）の主な雇用者等)から意見を聴取する仕組みを設けていること 

 

大学の構成員（教職員及び学生）の意見の聴取と教育の質の向上・改善に向けた活用状況 

各教科について，学生による授業評価を行っており，満足度，授業内容，実習環境などに関する意

見聴取が行われている。様々な学生の意見は，佐賀大学教育委員会の下に設置されている教育質保証

専門委員会をはじめ，先進健康科学研究科教育委員会，教育改善会議，教育コーディネーター会議，

コース会議等で検討され，教育の状況に関する自己点検・評価に適切な形で反映されている。 
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・意見聴取の実施時期、内容等一覧（別紙様式２－２－４） 

評価の対象 聴取対象者 実施時期 実施内容 評価方法を規定する規定類 

教育課程 

学生（全学生） 学期末 授業評価アンケート 
佐賀大学学生による授業評

価実施要項 

学生（卒業及び修

了予定者） 
年度末 修了直前アンケート 

佐賀大学卒業（修了）予定者

を対象とした共通アンケー

ト実施要項 

学生支援 学生（全学生） 適宜 
ポートフォリオ学習支

援統合システム 

佐賀大学大学院課程におけ

る教育の質保証の推進に係

るガイドライン 

 

（項目２－２－５）機関別内部質保証体制において共有、確認された自己点検・評価結果（設置計画

履行状況等調査において付される意見等、監事、会計監査人からの意見、外部者による意見及び当該

自己点検・評価をもとに受審した第三者評価の結果を含む。）を踏まえた対応措置について検討、立案、

提案する手順が定められていること 

 

本法人の職員以外の者による検証と意見聴取（外部評価）を踏まえた対応措置に係る規程 

 佐賀大学及び先進健康科学研究科において，自己点検・評価及び外部評価の結果を活用するよう，

以下の規程等で定めている。 

 

 

根拠資料：国立大学法人佐賀大学大学評価の実施に関する規則 

https://kiteikanri2011.admin.saga-u.ac.jp/browse.php?action_treeList&rule=396.html 

     佐賀大学大学院先進健康科学研究科評価委員会規程 

     https://kiteikanri2011.admin.saga-u.ac.jp/browse.php?action_treeList&rule=1330.html 

 

 

 

国立大学法人佐賀大学大学評価の実施に関する規則【抜粋】 
（評価結果の活用等） 
第７条 学長は，部局等評価の結果を検証し，大学の運営及び諸活動の向上のために活用するものとす
る。 
２ 学長は，前項の検証の結果，部局等の優れた活動に対し，その活動の一層の向上を促すため，適切な
措置をとるものとする。 
３ 学長は，第１項の検証の結果，改善を要する事項については，部局等の長に対して必要な指示を行
い，具体的な改善計画と改善状況の報告を求めるものとする。 
４ 部局等の長は，部局等評価（外部評価を含む。）の結果において改善すべき事項又は課題及び前項の
指示があった場合，速やかに改善策の検討を行い，実行に移すものとする。 

佐賀大学大学院先進健康科学研究科評価委員会規程【抜粋】 
（研究科評価結果の対応） 
第９条 研究科長は，委員会が行った研究科評価の結果に基づき，改善が必要と認める事項については，
その改善に努めるものとする。 
２ 研究科長は，研究科評価の結果に基づき，関連する研究科内の委員会等において，改善策を検討する
ことが適当であると認める事項については，当該事項について関連する研究科内委員会に付託することが
できる。 
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（項目２－２－６）機関別内部質保証体制において承認された計画を実施する手順が定められている

こと 

 上記２－２－５のとおり、各委員会等で検討された改善策は下記の委員会を責任主体として実施し

ている。 

 

・実施の責任主体一覧（別紙様式２－２－６） 

評価の対象 実施の責任主体 実施の方法を規定する規定類 

教育課程 
先進健康科学研究科委員会 佐賀大学大学院先進健康科学研究科委員会規程 

先進健康科学研究科教育委員会 佐賀大学大学院先進健康科学研究科教育委員会規程 

施設設備 
先進健康科学研究科委員会 佐賀大学大学院先進健康科学研究科委員会規程 

先進健康科学研究科学生委員会 佐賀大学大学院先進健康科学研究科学生委員会規程 

学生支援 先進健康科学研究科学生委員会 佐賀大学大学院先進健康科学研究科学生委員会規程 

学生受入 
先進健康科学研究科委員会 佐賀大学大学院先進健康科学研究科委員会規程 

先進健康科学研究科入学試験委員会 佐賀大学大学院先進健康科学研究科入学試験委員会規程 

 

（項目２－２－７）機関別内部質保証体制において、その決定した計画の進捗を確認するとともに、

その進捗状況に応じた必要な対処方法について決定する手順が定められていること 

佐賀大学では，下記のとおり，評価結果を活用したマネジメントサイクルについて，役員会での各

学部等の自己点検・評価結果が検証された後，学長又は担当理事から各部局等の長へ改善に必要な指

示が行われ，具体的な改善計画と改善状況の報告を求めることが定められている。 

 

「自律的な自己点検・評価の実施及び点検・評価結果を活用したマネジメントサイクルに関する方針

（平成２３年２月９日学長決定）（抜粋）」 

 

４ 自律的な自己点検・評価結果及び外部評価等による評価結果の活用 

  自律的な自己点検・評価結果及び外部評価等による評価結果（以下「自己点検・評価結果等」とい

う。）の活用は，次のとおり行うものとする。 

（１）役員会は，必要に応じ経営協議会又は教育研究評議会の議に基づき，自己点検・評価結果等を

検証し，学長は，当該検証の結果を次に掲げるところにより，プロジェクト及び中期計画等の実

施担当部署・組織を含む各部局等（以下「各部局等」という。）へフィードバックする。 

１）学長は，自己点検・評価結果等に基づいた組織と業務の見直し及び評価反映特別経費等による

予算配分への反映など，重要事項の方針を定め，必要な措置を講ずる。 

２）改善を要する事項については，学長又は担当理事から各部局等の長に対し，改善に必要な指示

を行い，具体的な改善計画と改善状況の報告を求める。 

３）優れた事項・取組については，それを発展・継続させるための措置（以下「インセンティブ付

与措置」という。）を講じ，奨励する。 

４）インセンティブ付与措置は，各部局等に対する報奨，予算配分・人員配置への反映等及び職員

個人に対する表彰，報奨，支援経費・人事処遇への反映等により行い，予算措置が必要なものは，

毎年度の「予算編成の基本方針」に，その趣旨を明示する。 
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５）インセンティブ付与措置に係る基準・方法等については，別に定める。 

（２）各部局等は，自らが行う自己点検・評価結果及び自己点検・評価結果等の検証による学長又は

担当理事からの指示に基づき，速やかに改善策等の検討を行い，実行に移す。 

 

さらに，「部局等における自己点検・評価書作成の実質化と効率化」が平成２９年７月に評価室で決

定され，自己点検・評価及び外部評価の結果を踏まえた「改善すべき点」と「改善すべき点への取り組

み状況」を毎年評価室へ報告することとされており，その内容は役員会で検証され，改善へのサイク

ルが機能していることを確認することが定められている。 

 

「部局等における自己点検・評価書作成の実質化と効率化（平成２９年７月２５日評価室）（抜粋）」 

 

・部局等評価書に記載された対象年度の「改善すべき点」について，次年度の部局等評価書を１２月

に提出するまでの期間における対応状況を部局等評価書提出後の役員会において検証し，改善へのサ

イクルが機能していることを確認する。 

 

根拠資料：自律的な自己点検・評価の実施及び点検・評価結果を活用したマネジメントサイクルに関

す る 方 針  https://kiteikanri2011.admin.saga-

u.ac.jp/browse.php?action_treeList&rule=753 

 

（基準２－３） 【重点評価項目】 内部質保証が有効に機能していること 

 

（項目２－３－１）自己点検・評価の結果（設置計画履行状況等調査において付される意見等、監事、

会計監査人からの意見、外部者による意見及び当該自己点検・評価をもとに受審した第三者評価の結

果を含む）を踏まえて決定された対応措置の実施計画に対して、計画された取組が成果をあげている

こと、又は計画された取組の進捗が確認されていること、あるいは、取組の計画に着手していること

が確認されていること 

令和３年３月 26 日に出された設置計画履行状況調査において、先進健康科学研究科への意見

はなかった。 

また、令和３年度に行った先進健康科学研究科評価委員会で挙げられた改善事項については、

次の項目２－３－２に記載する。 

 

年

月 
内容 根拠資料等 対応計画 

計画の実

施主体 
進捗状況 

関連する基

準 

平

成

30

年

3

月 

理工農医の改組に伴う改

組成果の検証方法の策定 

 関係教職員の尽力によ

り、理工農医の改組は予定

通りすすんでいるようで

す。改組においては、目指

平成 29 年度

監事監査報

告に対する

改善等措置

について 

１．先進健康科学

研究科に対する

学生のニーズを

検証するために、

定員充足率や入

学者の属性につ

学生課 □ 検討中 

■ 対応中 

□ 対応済 

□ その他 

（    ） 

基準６ 
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す姿、目的、目標、理想が

あるはずですので、今の段

階から、数値目標を含め

て、改組成果の検証方法を

具体的に定めておくこと

が必要と思われます。 

いて調査を行う。 

２．先進健康科学

研究科に設定さ

れている授業科

目に対する評価

を検証するため

に、令和元年度入

学者から授業評

価アンケートを

開始した。 

３．先進健康科学

研究科修了生の

研究科に対する

満足度を検証す

るために、令和 2

年度修了者を対

象としたアンケ

ート調査を実施

した。 

 

 

（項目２－３－２）機関別内部質保証体制のなかで、点検に必要な情報を体系的、継続的に収集、分

析する取組を組織的に行っており、その取組が効果的に機能していること（より望ましい取組として

分析） 

 計画等の進捗状況一覧（別紙様式２－３－１） 

改善・向上が必要と確認された事項 

対応計画 
計画の実

施主体 
進捗状況 

関連す

る基準 
年

月 
内容 根拠資料等 

平

成

30

年

3

月 

理工農医の改組に伴う改組

成果の検証方法の策定 

 関係教職員の尽力により、

理工農医の改組は予定通り

すすんでいるようです。改組

においては、目指す姿、目的、

目標、理想があるはずですの

で、今の段階から、数値目標

を含めて、改組成果の検証方

法を具体的に定めておくこ

とが必要と思われます。 

平成 29 年度監

事監査報告に

対する改善等

措置について 

１．先進健康科学研究科に対

する学生のニーズを検証する

ために、定員充足率や入学者

の属性について調査を行う。 

２．先進健康科学研究科に設

定されている授業科目に対す

る評価を検証するために、令

和元年度入学者から授業評価

アンケートを開始した。 

３．先進健康科学研究科修了

生の研究科に対する満足度を

検証するために、令和 2 年度

修了者を対象としたアンケー

ト調査を実施した。 

学生課 □ 検討中 

■ 対応中 

□ 対応済 

□ その他 

（    ） 

基準６ 

令

和

前学期に必修科目や共通科

目が集中しているため，授業

日程について検討する必要

 授業日程について検討したと

ころ，共通科目は大学全体で

の調整が必要となるので，研

先進健康科

学研究科 

教育委員会 

□ 検討中 

□ 対応中 
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2

年

12

月 

があるのではないか。 究科内で調整可能な科目，「臨

床医学概論」「生体医工学概

論」「健康機能分子科学概論」

を後学期に移動することも提

案されたが，前期後期に分散

し 1 年間研究ができないよう

な状況になるよりも１年前期

で授業を終了させるとで，研

究に早く取りかかれることや

留学する機会ができるメリッ

トもあることから，変更は行

わないことが確認された。 

 
【令和 3 年 3月末】 

令和３年３月３日開催の先進

健康科学研究科教育委員会に

おいて，「臨床医学概論」「生体

医工学概論」「健康機能分子科

学概論」は，これまでどおり前

学期に開講することで，令和

３年度時間割が承認された。 
 

 

■ 対応済 

□ その他 

（    ） 

令

和

2

年

12

月 

レポート課題が多すぎるの

で減らすことについて検討

する必要がある。 

 e-learninｇによるビデオ視

聴で実施されている科目にお

いては，学生を講義室に集め

教員の監督下でビデオ視聴を

行う事で講義の受講を保証

し，レポートを毎回ではなく，

1/3～1/5 程度などに減らし

て学生の負担の軽減を図るこ

ととなった。また，複数教員が

担当するオムニバスの必修科

目や専門科目においてはレポ

ート課題を厳選する。 

【令和 3 年 12 月末】 

レポートなど課題が過剰とな

らないよう，引き続き学生か

らの意見等を適宜収集し，対

応する。 

先進健康科

学研究科 

教育委員会 

□ 検討中 

□ 対応中 

■ 対応済 

□ その他 

（    ） 

 

令

和

2

年

12

月 

入学試験において，定員を満

たせないコースが生じた場

合について，どのように対応

するのかを検討しておく必

要があるのではないか。 

 【令和 2 年 12 月】 

入学試験において，定員を満

たせないコースがあった場合

は，２次・３次募集を実施す

る。入学試験及び入学状況を

検証し，研究科定員の妥当性

について検討する。また，コー

ス間で定員を調整，速やかに

欠員を補充し，先進健康科学

専攻全体で定員充足率を満た

すために，追加合格制度を導

入するかを入学試験委員会に

おいて検討している。 

【令和 3 年 4月】 

募集人員を満たすことができ

ないコースがあった時，コー

ス間で人員を調整し，専攻全

体の定員充足率を満たすた

先進健康科

学研究科 

入学試験委

員会 

□ 検討中 

□ 対応中 

■ 対応済 

□ その他 

（    ） 
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め，追加合格制度を導入する

ことを 令和３年４月２７日

の先進健康科学研究科入学試

験委員会及び，令和３年５月

１９日の先進健康科学研究科

委員会において審議決定し，

令和４年度入学試験から導入

した。 

 

令

和

2

年

12

月 

修了生、あるいは修了生の就

職先からの意見聴取を行う

仕組みが未定である。 

 

 【令和 2 年 12 月】 

令和２年度内にアンケート等

の具体的な意見聴取方法を検

討する、と自己点検評価書に

は記載している。 

【令和 3 年 3月末】 

令和 2 年度修了予定者を対象

に本学の修学状況，教育環境

の問題点を明らかにすること

を目的に全学共通アンケート

が実施された。 

【令和 3 年 12 月末】 

調査結果については，全学教

育機構において取り纏めが行

われている。 

 

 □ 検討中 

□ 対応中 

■ 対応済 

□ その他 

（    ） 

 

令

和

2

年

12

月 

複数キャンパスに所属する

学生，学生に対する効果的な

授業形態の提供について検

討する必要がある。 

 【令和 2 年 12 月】 

専攻共通科目については，オ

ンデマンド型のオンライン講

義を活用することで，複数キ

ャンパスの学生や社会人学生

の為に自由度の高い自主的学

習の可能な履修形態を提供す

る。 

【令和 3 年 3月末】 

令和３年３月３日の先進健康

科学研究科教育委員会におい

て，「生体医工学概論」の開講

方法について学生が全学 e-

learning システムで視聴する

ように時間割表に記載するこ

とが確認された。 

 

 □ 検討中 

□ 対応中 

■ 対応済 

□ その他 

（    ） 

 

令

和

2

年

12

月 

先進健康科学研究科の独自

の外部評価体制が未定であ

る。 

 【令和 2 年 12 月】 

研究科委員会で審議を予定し

ている。 

 

先進健康科

学研究科委

員会 

□ 検討中 

■ 対応中 

□ 対応済 

□ その他 

（    ） 

 

令

和

2

年

12

学位論文の審査における評

価の基準の策定，その説明記

載が必要ではないのか。 

 【令和 2 年 12 月】 

令和２年度に第１期生の修士

論文審査を行うにあたり，研

究科でルーブリック評価を導

入することとなり，コース毎

にルーブリックを作成し評価

が行われた。その説明記載に

先進健康科

学研究科 

□ 検討中 

□ 対応中 

■ 対応済 

□ その他 

（    ） 
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月 ついては，令和３年度履修案

内に成績評価に追記した。 

 

 

 

（項目２－３－３）機関別内部質保証体制のなかで、学生・卒業生を含む関係者からの意見を体系

的、継続的に収集、分析する取組を組織的に行っており、その意見を反映した取組を行っていること

（より望ましい取組として分析） 

 

学外関係者（卒業・修了生，就職先関係者等）からの意見聴取と改善に向けた活用状況 

修了予定者を対象に 本学の修学状況，教育環境の問題点を明らかにすることを目的に全学共通ア

ンケート調査（資料2-3-3(1)参照）が第１期生となる令和２年度修了予定者を対象に初めて実施され，

アンケートの集計結果は教育の改善に活用していく予定である。また令和２年度は，本研究科全学生

を対象に Web で進路に関するアンケート調査（資料 2-3-3(2)参照）を実施し，その結果は，本研究科

が教育研究の質を維持し，向上するための点検・改善に活用されるよう教育委員会に報告された（資

料 2-3-3(3)参照）。今後は，卒業生の就職先関係者への調査についてキャリアセンターと共に検討を

進める予定である。 
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資料2-3-3 (1) 国立大学法人佐賀大学共通アンケート用紙（大学院修士課程・博士前期課程 

2年生修了予定者対象） 
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資料2-3-3 (2) 佐賀大学大学院先進健康科学研究科修士課程 アンケート 
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資料 2-3-3 (3) 佐賀大学大学院先進健康科学研究科修士課程 アンケート結果【教育委員会資料 

より抜粋】 
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（１）継続的改善への取り組み 

先進健康科学研究科の各コースでは，学生，各教科担当教員，指導教員の意見やコース教育会議か

らの報告につき，教育点検評価会議等を通じて汲み上げる体制を整備し，必要に応じて教育改善会

議，コース会議，教育委員会等で検討・対処する仕組みになっている。研究科委員会に常置される専

門委員会では，重要事項に関する継続的，具体的な方策の検討，提案などが成される。各専門委員会

の審議事項は，研究科委員会で検討し，教育組織構成員にフィードバックされ，それぞれの実施組織

における取組に反映されており，PDCA サイクルによる具体的，継続的な改善システムが機能してい

る（１－３－２（１）研究科委員会の運営体制，１－３－２（２）教育委員会の組織体制，資料 2-

2-2(2)PDCA サイクル参照）。 

 

（２）学生による授業評価等を基にした自己点検評価と教育改善 

先進健康科学研究科では，各教科について授業評価を行っており，満足度，授業内容，実習環境な

どに関するアンケート調査が行われている。この結果は担当教員に通知され，各教員による教育の質
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の向上，授業内容，教材，教授技術等の継続的改善に資するとともに，教育方法・カリキュラム改善等

に反映させている資料 2-3-3(4)参照）。 

 

資料 2-3-3 (4) 佐賀大学大学院先進健康科学研究科修士課程 授業評価報告書【教育質保証専門委員 

会組織別授業評価報告より】 
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（項目２－３－４）質保証を行うに相応しい第三者による検証、助言を受け、内部質保証に対する社

会的信頼が一層向上している状況にあること（より望ましい取組として分析）  

令和３年度に外部評価を実施（項目２－３－２）に記載 

 

（基準２－４） 教育研究上の基本組織の新設や変更等重要な見直しを行うにあたり、大学としての

適切性等に関する検証が行われる仕組みを有していること 

 

（項目２－４－１）学部又は研究科その他教育研究上の組織の新設・改廃等の重要な見直しを行うに

あたり、機関別内部質保証体制で当該見直しに関する検証を行う仕組みを有していること 

 該当なし（本部対応） 

 

（基準２－５） 組織的に、教員の質及び教育研究活動を支援又は補助する者の質を確保し、さらに

その維持、向上を図っていること 

 

（項目２－５－１）教員の採用及び昇格等に当たって、教育上、研究上又は実務上の知識、能力及び

実績に関する判断の方法等を明確に定め、実際にその方法によって採用、昇格させていること 

 該当なし 

 

（項目２－５－２）教員の教育活動、研究活動及びその他の活動に関する評価を継続的に実施してい

ること 

 

２－５－２ 教員の教育活動に関する評価体制 

教員の定期的な教育活動評価は，ポートフォリオ学習支援統合システムにより，各教員が各学期ご
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とに自らの教育活動を振り返り分析することにより授業点検を行い，効果的な教育改善を実践してい

る。また，先進健康科学研究科の各コース会議において，担当科目の状況報告や問題点などを集約し，

情報共有を行い，教育プログラムの課題発見に務めている。 

 

（項目２－５－３）評価の結果、把握された事項に対して評価の目的に則した取組を行っていること 

 本研究科において改善・向上が必要と確認された事項については，関係委員会等において現状把

握，対応策等の検討がなされ，別紙様式 2-3-1 のように教育活動等に繋げられている。 

 

（項目２－５－４）授業の内容及び方法の改善を図るためのファカルティ・ディベロップメント（Ｆ

Ｄ）を組織的に実施していること 

 

２－５－４ ファカルティ・ディベロップメントの実施と教育の質の向上や改善への活用  

工学系研究科，医学系研究科，農学研究科の修士課程が融合した先進健康科学研究科の教員は，本

学の全学教育機構やダイバーシティ推進室，各学部主催の FD に積極的に参加しており，その活動状

況は学部単位で管理している。一例として，新規採用の教員を対象としたティーチングポートフォリ

オ（TP）ミニワークショップや簡易型 TP 更新ワークショップ，TP を利用した教育改善に関する講習

会などがある。また，医科学コース及び総合看護科学コースでは，下記資料 2-5-4(1,2)に示すよう

に，医学部 FD・医学系研究科 FD 委員会が企画した教育ワークショップや FD 講演会・講習会に参加

し，教育の質の向上や授業の改善に結び付けている。
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資料2-5-4 (1) ファカルティ・ディベロップメントの実施状況と成果【ワークショップ報告書より抜粋】 

第28回佐賀大学医学部 医学･看護学教育ワークショップ 

医学科：令和3年3月1日～3月26日 オンライン形式での開催 

テーマ；「医学科の遠隔教育の成果と課題」（参加教員58人） 
講義 
「佐賀大学医学部医学科の遠隔教育の現状展望」 
   小田康友  地域医療科学教育研究センター センター長 教授 

実践例 1「遠隔教育実施実例 1」 
   坂本麻衣子 地域医療科学教育研究センター 准教授 
 実践例２「オンライン・ライブ組織学実習」 
   城戸瑞穂  生体構造機能学講座 教授 
「医学部学生における新型コロナ影響と精神的健康状態」 
   尾﨑岩太  保健管理センター 副センター長 
「Microsoft Teams での講義・グループ討論の方法について」 

成果【参加者アンケート；講演会・演習の内容は，今後に向けて役立つか。】 
極めて効果的 9(16％)，かなり効果的 29(50％)，ある程度効果的 19(33％)， 
効果少ない 1(1％)，効果なし 0(0％) 

【参加者アンケート記載代表例】 
・今回の FD 講演会も、今後の医学教育に対して非常に有益であった。 
・非常に重要な FD だったと思います。皆さんの意見をぜひ参考にしたい 
・4 月当初は，遠隔授業の準備や方法に戸惑ったが，徐々に Teams の操作にも慣れ，卒業研究や教養教育科目

などはグループ討議を実施することができた。 
・学生の精神的健康状態や遠隔授業の評価が気になっていたので，今回の講演会内容は興味深かった。 
・今後は，ICT 活用が不可欠であり，遠隔講義に関するＦＤ開催は毎年実施して頂きたい。 
・今の時期に合致した内容で非常に参考になった。自身の講義の振り返りや、改善のヒントをいただいた。 
・コロナ禍という特殊な環境の中、学生により良い教育の場を提供できるよう今後も自分自身の教育者として

のレベルを高めていきたい。このような振り返りや遠隔教育の工夫を取り入れていきたい。 
・遠隔講義での学生の意見を知る良いきっかけとなった。また、種々の先生方の意見を伺う貴重な時間となっ

た。 
・集まっての講演会だとなかなか聞くタイミングがなかったりするので，オンラインで聞くことができてよか

った。 
・今後遠隔教育を有効活用するため ICT 取り扱い部署は必要だというお話はとても同感した。 
・来年度へ向けて内容等検討している時期であり、有意義な研修であった。 
・学生の評価が高かった授業のポイントなどの feed back を全体にしてもらえると、今後の授業作成に役立つ

と思う。 
・このワークショップ自体がオンライン配信で出来，時間・場所の制約が無かった事，かつ大きな学びがあっ

た点が１番の収穫と感じました。準備される側は大変と思いますが，来年度以降も同様の配信をお願いした
い。 

・実践レベルが高度で（特に解剖）視聴しただけでは行えない、と感じた。 
・次年度の講義を計画するにあたり，グループワークの方法や丁寧な学生への支援などとても参考になった。 
・リモートの良いところを残して、新しい形での対面講義ができればいいと思う。 
・「遠隔教育」と「対面教育」のハイブリッドにより、学生支援と発展的学修を重視した学修プログラムの最適

化が可能になるかと期待する。 

看護学科：令和2年9月2日，9:30‐12：15 

テーマ；「看護学科における遠隔教育の現状と課題」（参加教員延32人） 
グループワーク 
  参加者は事前に自分の領域における現状と課題をまとめておき，グルーブ討論を行う。 

成果【参加者アンケート；講演会，ワークショップの内容は，価値があったか，今後に向けて役立つか。】 
極めて価値あり 10(31.3％)，かなり価値あり 20(62.5％)，いくらか価値あり 2(6.2％)， 
価値少ない 0(0％)，価値なし 0(0％) 

【参加者アンケート記載代表例】 
・具体的にシステムの使い方を改善し講義時の工夫へとつなげていく。 
・学生に効果的な教育方法を検討したい。 
・後期の講義で活用できる内容，工夫点を参考にし、講義を準備したい。 
・遠隔講義のスキルアップがさらに必要だと確認できた。 
・学科での対応されている現状がよく理解できました。（方法、学生の理解を含め）その内容を踏まえて院内で

の研修や院外研修での準備への活用ができる内容であった。 
・リモート（システム）でのメリット、問題点に対する改善策、課題を知ることが出来た。 
・直近の後期カリキュラム，２０２２年度カリキュラム改正につなげていけると思った。 
・附属病院看護部では，まだ ICT を活用することはできていないが、今後検討を進めるうえで参考となった。 

・自分の領域での経験と合わせて，新しいアイディアがでてくるなど，とても刺激的な機会であった。 
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第27回佐賀大学医学部 医学･看護学教育ワークショップ・自己点検評価委員会第5回FD合同開催 

医学科：令和元年10月9日，8:30‐12:30 

テーマ；「国際認証受審の対応について」（参加教員延70人） 
特別講演 

「実地調査においてやるべきこと，やってはいけないこと」 
   泉 美貴 昭和大学医学部医学教育学講座 教授 

演習（口頭試問の予行演習） 
外部講師   泉 美貴  昭和大学医学部医学教育学講座 教授 
       山脇正永  京都府立医科大学教育センター 教授 
       古川 昇  熊本大学大学院生命科学研究部附属臨床医学教育研究センター 准教授    

 エリア 1～8･9 エリアリーダによるプレゼン，外部講師による質疑，担当者の応答 
成果【参加者アンケート；講演会・演習の内容は，価値があったか，今後に向けて役立つか。】 

極めて価値あり 33(65％)，かなり価値あり 18(35％)，いくらか価値あり 0(0％)， 
価値少ない 0(0％)，価値なし 0(0％) 

【参加者アンケート記載代表例】 
・本学の実地調査に対する姿勢の、欠けているところがよく理解できた 
・本 FD をやっていなければどうなったことかと思う。 
・客観的に外から見た報告書の内容の不十分な点や、佐賀大学の良い点がわかった。 
・国際認証など時代の変化に合わせ適宜見直し，改訂を行っていく必要があると考える。 
・認証組織の体制についても今後の成長を期待する。 

 

看護学科：令和元年8月26日，13:30‐16：30 

テーマ；「ルーブリック評価の基本と実践」（参加教員延49人） 
特別講演 

「ルーブリック評価の基本と実践」 
   皆本 晃弥 佐賀大学理工学部知能情報システム学科 教授  
グループワーク 
 特別講演講師の指導を受けながら実践的な演習を実施 

成果【参加者アンケート；講演会，ワークショップの内容は，価値があったか，今後に向けて役立つか。】 
極めて価値あり 17(34.7％)，かなり価値あり 19(38.8％)，いくらか価値あり 11(22.5％)， 
価値少ない 1(2％)，価値なし 1(2％) 

【参加者アンケート記載代表例】 
・実際にルーブリック表を作成し、他教員からの意見をもらえたことが良かった。 
・担当する科目の課題評価に活用していきたいです。 
・ルーブリックの作成方法は理解できた。また自分が出している課題に対し何を大切にしているのか、何を評

価したいのか、あらためて明確になった。 
・教育の質を担保、向上するためにも、教育内容を可視化できるよう役立てたい。 
・今後、ルーブリック評価が導入される時期に当たり、非常にタイムリーで意義のあるワークショップでした。 
・各科目でルーブリック的考え方をしていきたい。（ルーブリック作成はすぐには難しいので） 
・既に評価レポートルーブリックが完成しているため、その評価をして改訂していきたい。 
・現在の学習要項が持つ問題を初めて具体的に認識できた。 

 

 

 

 

 

 

資料 2-5-4(2) その他のＦＤ講演会・講習会の実施状況 
 
令和 3年 3月 2日（火）17:00-18:00（参加者：教員 26 名） 

ＴＰを利用した教育改善に関する講習会：岡田倫明(内科学講座)，猪谷生美(生涯発達看護学) 
             メンター：坂本麻衣子（地域医療科学教育研究センター 准教授 
令和 2年 11 月 20 日（金）17：30～19：00 対面・リアルタイム配信・オンデマンド視聴 （参加者：教員 94 名） 
  令和 2年度特別講演会：「日本における新型コロナウイルス感染症の現状」 
               国立感染症センター センター長 大曲 貴夫 
令和 2年 10 月 28 日（水）～11 月 11 日（水）e-learning 開催 （参加者：教員 88 名） 
  令和 2年度面接者セミナー：「適切な面接試験の実施に向けて」 

アドミッションセンター長 西郡 大 
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・ＦＤの内容・方法及び実施状況一覧（別紙様式２－５－４）医科学コース・総合看護科学コース 

取組 主催 実施内容・方法 参加者数 

第 29 回看護学教育ワー

クショップ 
医学部学生課 

R3.9.1  講演会，グループワーク，全体セッ

ション，アンケート調査 
24 名 

令和３年度面接者セミ

ナー 
医学部学生課 

R3.10.25～11.26 （e-learning）講演会，ア

ンケート調査 
96 名 

ティーチング・ポートフ

ォリオを利用した教育

改善に関する講習会 

医学部学生課 
R4.3.10  講演会，全体討論，アンケート調

査 
20 名 

 

 

（項目２－５－５）教育活動を展開するために必要な教育支援者や教育補助者が配置され、それらの

者が適切に活用されていること 

 

２－５－５ 教育支援者・教育補助者の配置・活用 

（１）教育支援者（事務職員，技術職員等） 

先進健康科学研究科の教育課程を展開するために必要な事務組織として，鍋島キャンパスの医学部

事務部学生課を中心に教育支援業務を担っている（「国立大学法人佐賀大学事務組織規則」を参照）。

学生課には１６名(常勤職員１３名，非常勤職員３名)の職員が配置されており，そのうち２名（常勤

職員２名）が大学院主担当として，本庄キャンパスの教務課に配置された先進健康科学研究科対応の

職員１名と共に，教務関係の事務業務や学生の窓口業務を行っている。 

 

根拠資料：国立大学法人佐賀大学事務組織規則 

https://kiteikanri2011.admin.saga-u.ac.jp/browse.php?action_treeList&rule=419.html 

（２）教育研究補助者（ティーチング・アシスタント，リサーチ・アシスタント） 

教育研究補助者として，以下に示すように先進健康科学研究科の大学院学生をティーチング・アシ

スタントに採用し，学部教育における講義･実習等の教育指導補助に活用している。 

  

令和 2年 3月 4日（水）17:00-18:00（参加者：教員 23 名） 
ＴＰを利用した教育改善に関する講習会：菖蒲池健夫(病因病態科学講座)，永瀨浩太郎(皮膚科) 
             メンター：坂本麻衣子（地域医療科学教育研究センター 准教授） 

令和 2年 3月 2日（月）17:00-18:30 （参加者：教員 84 名） 
  令和元年度医学・看護学教育ワークショップ特別講演会：「学習者評価の考え方，方法，合否判定について」 
               東京大学大学院医学系研究科附属医学教育国際研究センター 講師 大西弘高 
令和元年 11 月 1日（金）17:30-18:10 （参加者：教員 71 名） 
  令和元年度面接者セミナー：「適切な面接試験を実施するために」 

アドミッションセンター長 西郡 大 
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ティーチング・アシスタントの採用状況 

区 分 令和２年度 令和３年度 

ティーチング・ 
アシスタント 

総採用 
人数 

総採用 
時間 

総採用 
人数 

総採用 
時間 

生体医工学コース 38 1315.5 27 639 

健康機能分子科学コース 24 859.5 54 1645 

医科学コース 1 138 2 182.5 

総合看護科学コース 0 0 1 166.5 

合計 63 2,313 84 2,633 

 

（項目２－５－６）教育支援者、教育補助者が教育活動を展開するために必要な職員の担当する業務

に応じて、研修の実施など必要な質の維持、向上を図る取組を組織的に実施していること 

 

２－５－６ 教育支援者や教育補助者に対する教育活動の質の向上を図るための研修等の取り組み 

教育支援者や教育補助者の教育活動の質の向上を図るため，次の取り組みを行っている。 

（１）ティーチング・アシスタント（ＴＡ）に対して，担当教員がＴＡ活動の質とＴＡ自身の教育効果

を向上させるための指導を行なっており，その成果はＴＡ実施報告書にまとめている。 

（２）教育支援事務職員（学生課職員）は，日本学生支援機構主催の学務関係研修会や教育関係会合

等に参加して研修を行い，資質の向上を図るための取り組みがなされている。 

（３）医学部附属先端医学研究推進支援センター所属の技術職員及び理工学部所属の技術職員等によ

り，研究発表及び意見交換が毎年実施されている。 

 

根拠資料：ティーチング・アシスタント実施報告書 

佐賀大学医学部附属先端医学研究推進支援センター規程 

https://kiteikanri2011.admin.saga-u.ac.jp/browse.php?action_treeList&rule=100.html 

学生課職員研修関連資料 

 

・教育支援者等に対する研修等内容・方法及び実施状況一覧（別紙様式２－５－６） 

職種 研修名 研修内容 主催者 回数 

参加 

延べ

人数 

ＴＡ等の教育補助者  
教育活動の質を向上させるための指導

（TA 報告書に記載） 

授業科目 

担当教員 
 84 
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領域 ３．財務運営、管理運営及び情報の公表に関する基準 

 該当なし（本部対応） 
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領域 ４．施設及び設備並びに学生支援に関する基準 

 

（基準４－１） 教育研究組織及び教育課程に対応した施設及び設備が整備され、有効に活用されて

いること 

 

（項目４－１－１）教育研究活動を展開する上で必要な施設・設備を法令に基づき整備していること 

 該当なし（本部対応） 

 

（項目４－１－２）法令が定める実習施設等が設置されていること 

 該当なし（本部対応） 

 

（項目４－１－３）施設・設備における安全性について、配慮していること 

 

４－１－３ 施設・設備の整備と活用状況，安全・防犯面での配慮 

生体医工学コース及び健康機能分子科学コースのある本庄キャンパスにおいては, 理工学部や農学

部の各施設が，両コースの共用施設として講義室，実験室，各教員のオフィスとして使用されている。

建物の耐震化整備は終了しており、バリアフリー化については出入り口に少なくとも 1 ヶ所，車いす

の出入りができるようにしている。また，階段に身体障害者用に手すりを設置している。各施設の出

入り口には電気錠による IC カードリーダーを設置し，教職員・学生は夜間，休日の出入りに IC カー

ド(学生証、職員証)を利用し，外部からの不審者の侵入を防いでいる。また，省エネに配慮した LED 電

球の街灯や監視カメラを設け，敷地内の犯罪防止にも努めている。 

高度な教育研究に必要な機器は，総合分析実験センター機器分析部門の装置として登録・管理され

ており，その利用に関しては，佐賀大学ホームページに示されている。 

理工学部および農学部で作成される「実験・実習における安全の手引」に施設・設備の利用方法を

明記し，新入生オリエンテーションで新入生全員に配布，周知を図るとともに，手引きの pdf ファイ

ルを研究科ホームページに掲載している。実験・実習の際には，随時，安全な実験方法を指導してい

る。令和元年度は，コロナ感染対策の一環として，各講義室，学生実験室に，アルコール消毒液やデジ

タル体温計を配備し，対面授業における感染防御に努めた。 

 医科学コース及び総合看護科学コースのある鍋島キャンパスにおいては，平成２５年度より平成２

９年度までに校舎講義棟，基礎実習棟，臨床研究棟，基礎研究棟，体育館等において耐震性の向上を

図るための改修整備を行った。 

 施設・設備のバリアフリー化に関しては，佐賀大学キャンパス・ユニバーサルデザイン計画の方針

に沿った対策が進められており，平成２６年度に改修を終えた校舎講義棟，基礎実習棟及び体育館に

おいては，スロープや多目的トイレを設置するなど配慮がなされている。 

 また，安全・防犯面への配慮として，校舎講義棟，基礎実習棟，看護学科棟及び医学部会館の玄関と

学習室，校舎講義棟の講義室，PBL 学習室及び視聴覚室，看護学科棟の演習室，大学院講義室は電子錠

による入退室管理を行うとともに，校舎講義棟，基礎実習棟，看護学科棟，大学院講義室，医学部会館

には防犯カメラが設置されており，２４時間録画するとともに学生課においてモニター監視が可能と

なっている。 
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根拠資料：先進健康科学研究科ホームページ 

http://www.health.saga-u.ac.jp/  

佐賀大学ホームページ 

https://www.saga-u.ac.jp/ 

学生便覧 建物配置図 

 

（項目４－１－４）教育研究活動を展開する上で必要なＩＣＴ環境を整備し、それが有効に活用され

ていること 

 該当なし（本部対応） 

 

（項目４－１－５）大学組織の一部としての図書館において、教育研究上必要な資料を利用可能な状

態に整備し、有効に活用されていること 

 該当なし（本部対応） 

 

（項目４－１－６）自習室、グループ討議室、情報機器室、教室・教育設備等の授業時間外使用等に

よる自主的学習環境が十分に整備され、効果的に利用されていること 

 

４－１－６ 自主的学習環境（自習室，グループ学習室，情報機器室等）の整備と利用状況 

本庄キャンパスにおいては, 学生主体の学習施設として附属図書館が活用されているが、理工学部

および農学部の建物内に，学生コミュニュケーションスペース，大学院演習室，学生自習室，共同実

験室などを設けて，キャンパスアメニティを形成し，学生の自主的学習環境を提供している。講義室

には，大型テレビを設置し，液晶プロジェクター，実物投影機，OHP，スライドプロジェクターなど

の教育機器についても各学部総務で集中管理している。また，少人数の講義や研究指導を円滑に運用

するためのセミナー室，特別研究を行う実験室を整備しており，各研究室には学生の自主学習に必要

なデスクパソコンや Wi-Fi 機器が配備されている。また，学生コミュニュケーションスペースにはパ

ーティション及び空調設備が設置され，学生の自習スペースとして，特に夏季と冬季の利用における

学習環境が改善されている。 

鍋島キャンパスにおいては，自主的学習環境の充実策として，附属図書館医学分館を早朝開館（平

日 6時）としていたが新型コロナウイルス感染症の流行により利用時間の変更を行った。また，ほと

んどの研究室内には各自の自己学習スペース及び情報機器などが整備されているため，大学院生とし

て自ら身につけるべき知識の学習並びに論文研究等に必要な自己学習が自由にできる環境になってお

り，大きな不満の声はあがっていない。 

鍋島キャンパス校舎講義棟の PBL 学習室及び視聴覚室，看護学科棟の演習室，医学部会館の学習室

は，学生にはグループ学習室として 24 時まで開放し，自由に利用できるようにしている。 
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資料 4-1-6  自主的学習環境整備状況（鍋島キャンパス） 医科学コース・総合看護科学コース 

名称 棟 席数 主な設備 利用時間 

附属図書館医学

分館 

附属図書館医学

分館 
136 

机・椅子（136 人分），コンピューター60 台，プ

リンター4台，磁気カード入退室管理システム等 
8：30～21：00（平日） 

ＰＢＬグループ

学習室(16 室) 
講義棟 144 

各室当り，机・椅子（8～9人分），コンピュータ

ー１台，インタラクティブプロジェクター付電

子白板 1台，参考書 10 冊，磁気カード入退室管

理システム等 

8:30～24:00 

グループ学習室

(10 室) 
医学部会館 120 

各室当り，机・椅子（8～14 人分），コンピュー

ター１台，電子白板，磁気カード入退室管理シス

テム等 

8:30～24:00 

看護学科棟演習

室(５室) 
看護学科棟 50 

各室当り，机・椅子（10 人分），コンピューター

１台，インタラクティブプロジェクター付電子

白板 1 台，参考書８冊，磁気カード入退室管理

システム等 

8:30～24:00 

視聴覚室（LL

室） 
看護学科棟 38 

机・椅子（38 人分），コンピューター32 台，プ

リンター2台，液晶プロジェクター１台，磁気カ

ード入退室管理システム等 

8:30～19:00 

コンピューター

実習室 
講義棟 130 

椅子・机（130 人分），コンピューター131 台，

プリンター７台，液晶プロジェクター1台，イン

タラクティブプロジェクター付電子白板１台，

磁気カード入退室管理システム等 

8:30～19:00 

グループ学習室

(10 室) 
RI 棟 120 各室当り，机・椅子（8～14 人分） 8:30～24:00 

大学院講義室 

(2 室) 
臨床研究棟 76 

机，椅子（24 人分，52 人分），液晶プロジェク

ター，講義自動録画装置，磁気カード入退室管理

システム等 

8:30～20:00 
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（基準４－２）学生に対して、生活や進路、課外活動、経済面での援助等に関する相談・助言、支援

が行われていること 

 

（項目４－２－１）学生の生活、健康、就職等進路に関する相談・助言体制及び各種ハラスメント等

に関する相談・助言体制を整備していること 

 

４－２－１ 学習相談，助言及び学習支援の実施状況 

先進健康科学研究科では，学生ごとに配置された指導教員と 1 人以上の副指導教員が，個別学習相

談による支援を適切に実施しており（資料 4-2-1 参照），研究指導計画書を活用することで，学修成果

を可視化するとともに履修指導に役立てている。また，コースごとに学生委員会委員及び教育委員会

委員を置き，各コースの学生の修学状況を掌握・助言する仕組みも整えている。 

学生の健康や心の相談・助言体制及び各種ハラスメントに対応可能な窓口として，保健管理センタ

ーや各種の学生カウンセラー相談窓口が整備されている。それぞれ，専任の教職員やカウンセラーが

配置され，多くの学生に利用されている。 

 

資料 4-2-1 相談・助言体制等一覧（別紙様式４－２－１） 

機能 組織の名称 根拠規定 

配置された 

人員 

（対応人員） 

支援の内容 
相談の 

実績 

身体的健康に係

る支援・相談 

(本庄地区) 

保健管理センター 
佐賀大学保健管理センタ

ー規則 
5 人 

身体相談，治療，病

院紹介，ベッド休

養 

3,216 件 

身体的健康に係

る支援・相談 

(鍋島地区) 

保健管理センター分

室 

佐賀大学保健管理センタ

ー規則 
4 人 

身体相談，治療，病

院紹介，ベッド休

養 

3,677 件 

精神的健康に係

る支援・相談 

(本庄地区) 

保健管理センター 
佐賀大学保健管理センタ

ー規則 
5 人 

カウンセリング，

スクリーニング，

その他 

801 件 

精神的健康に係

る支援・相談 

(鍋島地区) 

保健管理センター 

分室 

国立大学法人佐賀大学メ

ンタルヘルス等相談窓口

設置規程 

4 人 

カウンセリング，

スクリーニング，

その他 

 382 件 

各種ハラスメン

トに係る防止 

ハラスメント・人権問

題委員会（本部対応） 

国立大学法人佐賀大学ハ

ラスメント等防止規則 
 

ハラスメント等の

相談，注意・警告，

その他 

 

各種ハラスメン

トに係る相談 

ハラスメント等相談

窓口（本部対応） 

国立大学法人佐賀大学ハ

ラスメント等防止規則 
 苦情相談  

根拠資料：佐賀大学保健管理センター規則 

https://kiteikanri2011.admin.saga-u.ac.jp/browse.php?action_treeList&rule=740.html 

国立大学法人佐賀大学メンタルヘルス等相談窓口設置規程 

https://kiteikanri2011.admin.saga-u.ac.jp/browse.php?action_treeList&rule=577.html 

国立大学法人佐賀大学ハラスメント等防止規則 

https://kiteikanri2011.admin.saga-u.ac.jp/browse.php?action_treeList&rule=884.html 
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（項目４－２－２）学生の部活動や自治会活動等の課外活動が円滑に行われるよう、必要な支援を行

っていること 

４－２－２ 学生のサークル活動や自治活動等の支援 

佐賀大学においては，下記資料 4-2-2 に示すように本庄キャンパスでは 78 団体，鍋島キャンパスで

は 39 団体の課外活動団体において主に学部生が活動しており，各サークルに顧問教員を配置するとと

もに，厚生補導経費や後援会の協力によるサークル棟や運動施設の整備，活動費支援などがなされて

いる。 また，平成 30 年度に「課外活動支援基金」が佐賀大学の特別基金として整備され，令和 3年

度現在，本庄キャンパスでは 2団体，鍋島キャンパスでは 4団体が対象となっている。 
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資料 4-2-2 学生団体設置一覧 
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鍋島地区学生団体設置一覧【教育委員会資料より】 

 

 

（項目４－２－３）留学生への生活支援等を行う体制を整備し、必要に応じて生活支援等を行ってい

ること 
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 該当なし（本部対応） 

（項目４－２－４）障害のある学生その他特別な支援を行うことが必要と考えられる学生への生活支

援等を行う体制を整備し、必要に応じて生活支援等を行っていること 

 

４－２－４ 特別な支援を行うことが必要と考えられる学生への生活支援 

特別な支援や合理的配慮が必要と考えられる学生には，学生支援室集中支援部門が中心となり，入

学に向けての配慮，環境面での支援，人的な支援，講義方法・研究活動支援，実習支援を立案し，実施

している。鍋島地区においては，身体的ハンディキャップを持つ学生に対して，研究科長，専攻長，学

生課，保健管理センター分室，指導教員等で対応を協議し，個別にサポートを行っている。 

 

（項目４－２－５）学生に対する経済面での援助を行っていること 

 

 佐賀大学では，入学料及び授業料免除制度や学生宿舎の整備など，学生に対する経済面での支援を 

行っている。 

 

根拠資料：佐賀大学入学料及び授業料免除等規程 

     https://kiteikanri2011.admin.saga-u.ac.jp/browse.php?action_treeList&rule=357.html 

佐賀大学寄宿舎規程 

https://kiteikanri2011.admin.saga-u.ac.jp/browse.php?action_treeList&rule=364.html 

 

領域 ５．学生の受入に関する基準 

 

（基準５－１） 学生受入方針が明確に定められていること 

 

（項目５－１－１）学生受入方針において、「求める学生像」及び「入学者選抜の基本方針」の双方を

明示していること 

 

５－１－１ 入学者受入方針（アドミッション･ポリシー） 

以下に示す先進健康科学研究科の「教育目的」に基づくアドミッション・ポリシーとして，受験生

に対して分かりやすく表現した「求める学生像」及び「入学者選抜の基本方針」を定め，ホームページ

の入学試験情報や学生募集要項に掲載して周知に努めている。 

 

【教育目的】 
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根拠資料：先進健康科学研究科学生募集要項 

    https://www.sao.saga-u.ac.jp/daigakuin/daigakuin_yoko.html 
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（基準５－２） 学生の受入が適切に実施されていること 

 

（項目５－２－１）学生受入方針に沿って、受入方法を採用しており、実施体制により公正に実施し

ていること 

 

５－２－１－１ 入学者選抜方法 

１）大学院入学者選抜 

大学院学生の選抜は，各コースのアドミッション・ポリシーに沿った次のような選抜方法を実施

している。 
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先進健康科学研究科（修士課程）で学ぶために必要な能力や適性等とその評価方法 

観点 
入学後に必要な
能力や適性等 

評価方法 入試方法 対象コース 

知
識
・
理
解
・
思
考
・
判
断 

大学院で学ぶ
ために必要な
汎用的な基礎
学力及び専門
的な知識 

専門科目の筆記試験と TOEIC 等のスコア
によって，専門分野で学ぶために必要な
基礎学力及び基礎知識を評価します。 

一般入試 
生体医工学コース 

健康機能分子科学コース 

英文読解能力等を問う筆記試験と小論文に
よって，基礎学力及び専門分野の基礎知識
を評価します。 

一般入試 
医科学コース 

総合看護科学コース 小論文と口頭試問によって，基礎学力及び
専門分野の専門的知識を評価します。 

社会人特別入試 

成績証明書によって，最終出身学校での学
業成績，学習態度を評価します。 

一般入試 
社会人特別入試
推薦入試 

全コース 

外国人留学生
特別入試 

生体医工学コース

健康機能分子科学コース

ＡＯ入試 
医科学コース 

総合看護科学コース 

TOEIC 等のスコア，成績証明書によって，
最終出身学校での学業成績，学習態度を評
価します。 

ＡＯ入試 
生体医工学コース

健康機能分子科学コース

推薦書によって，在学中の成績順位や現在
の評価，将来性等を参考にします。 

推薦入試 全コース 

専門分野に関
する課題発
見・解決能力
を養うために
必要な思考
力・創造力・
判断力 

口頭試問によって，専門分野での学習及び
研究を遂行するための能力や資質を評価し
ます。 

一般入試 
社会人特別入試 
推薦入試 
ＡＯ入試 

全コース 

外国人留学生
特別入試 

生体医工学コース 

健康機能分子科学コース 

業績報告書によって，これまでの研究実績
及び研究内容を評価します。 

社会人特別入試 
ＡＯ入試 

全コース 

推薦書によって，推薦の理由を参考にし 
ます。 

ＡＯ入試 医科学コース 

総合看護科学コース 

興
味
・
関
心
・
態
度
・
意
欲 

研究者倫理，
連携研究等へ
の関心・積極
性，ならびに
社会貢献や国
際交流への意
欲 

面接試験と志願理由書によって，志望専攻で
学ぶ動機，意欲，積極性等を評価します。※ 

一般入試 
社会人特別入試 

全コース 

外国人留学生 
特別入試 
ＡＯ入試 

生体医工学コース 

健康機能分子科学コース 

面接試験と推薦書によって，志望コースで学
ぶ動機，意欲，積極性等を評価します。※ 

推薦入試 全コース 

ＡＯ入試 
医科学コース 

総合看護科学コース 
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※学力・能力のみならず意欲・適性等を重視した総合評価により選抜を行います。 

   それぞれの入試において，志望の動機，学習意欲，積極性，協調性やコミュニケーション能力等について対話・口

述を通して評価し，将来研究者あるいは専門職者になるために十分な適性を備えているかを判断するための面接試験

を行っています。特に，面接試験は，総合判定の重要な資料とするとともに，評価が低い場合は不合格とすることが

あります。                               

 

５－２－１－２ 実施体制 

先進健康科学研究科入学者選抜の実施体制は，先進健康科学研究科委員会の下に先進健康科学研究

科入学試験委員会を組織し，①入学者選抜試験の実施に関すること，②その他入学者選抜試験に関す

る重要事項を検討し，研究科委員会の議を経て実施している。試験の実施に当たっては，研究科長を

先頭に入学者選抜実施体制を組織し，入学試験を実施している。また，選抜の判定は，定められた基

準により，各試験結果を総合的に判定し，研究科委員会で決定されている。 

 

【医科学コース及び総合看護科学コースの入学者選抜試験の実施体制】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

根拠資料：先進健康科学研究科入学試験委員会議事録「入学試験実施及び合否判定関連議事」 

    先進健康科学研究科入学者選抜実施要項 

先進健康科学研究科委員会議事録「入学試験実施関連議事」 

先進健康科学研究科委員会 ・入試及び学生の入学に関する事項の最終決定 

入学試験委員会 

問題作成委員 組織：各コースの専任教員数人 

役割等：① 英語問題，小論文問題の作成，②英語，小論文試験結果の集計及び 

点検・評価 

採点委員  組織：各コースの専任教員数人 

役割等：① 英語問題，小論文問題解答の採点，② 英語，小論文試験結果の集計 

面接委員  組織：各コースの専任教員 

役割等：① 面接の実施，② 面接実施結果の点検・評価 

問題・集計等点検委員 組織：各コース長 

役割等：① 英語問題，小論文問題の誤り等の事前点検，② 成績入力・ 

集計等の点検 
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（項目５－２－２）学生受入方針に沿った学生の受入が実際に行われているかどうかを検証するため

の取組を行っており、その結果を入学者選抜の改善に役立てていること 

 

５－２－２ 選抜方法の検証と改善 

先進健康科学研究科の入学者の選抜方法は，学力検査だけでは評価困難である受験者の資質や能力

を評価するために，先進健康科学研究科の教育・研究理念に基づき，多様な入試方法（一般入試，社会

人特別入試，外国人留学生特別入試，推薦入試，AO 入試）と多面的な評価方法（筆記試験，小論文，

TOEIC スコアによる英語力の評価，面接，口頭試問）を導入しており，研究科委員会の下に設置されて

いる先進健康科学研究科入学試験委員会において，実施した試験結果や評価方法等を検証し，その結

果を研究科委員会に報告している。 

資料 5-2-2 に示すように，改組以前（2016〜2018 年度）の医学系研究科修士課程の入学定員充足率

は，医科学専攻が 67%，40%，80％，看護学専攻が 75%，44%，100％であったが，医科学コース，総合看

護科学コースとなった先進健康科学研究科の設置初年度には，いずれも 100％を達成した。また，生体

医工学コース，健康機能分子科学コースにおいても入学定員を満たしているほか，留学生，社会人の

入学実績もあり，特に改組後に導入した AO 入試は，志願者の増加に一定の効果を挙げている。 

 

資料 5-2-2 先進健康科学研究科入学定員充足状況 

 

 

2019 年度 2020 年度 2021 年度 2022 年度 

入学

者数 

うち  

AO 入試 

入学

者数 

うち 

AO 入試 

入学

者数 

うち 

AO 入試 

入学者

数 

うち 

AO 入試 

生体医工学コース 19 0 21 0 21 1 19 0 

健康機能分子科学コース 22 0 28 3 25 2 23 0 

医科学コース 5 3 3 1 8 4 3 1 

総合看護科学コース 7 7 6 6 3 2 2 1 
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根拠資料：先進健康科学研究科入学試験委員会議事録 

先進健康科学研究科委員会議事録 

 

（基準５－３） 実入学者数が入学定員に対して適正な数となっていること 

 

（項目５－３－１）実入学者数が、入学定員を大幅に超える、又は大幅に下回る状況になっていない

こと 

 

５－３－１ 入学者の状況 

資料 5-3-1 に示すように，平成 31 年度の先進健康科学研究科への実入学者は，生体医工学コース

19 名（定員 19 名），健康機能分子科学コース 22 名（定員 21 名），医科学コース 5 名（定員 5 名），

総合看護科学コース 7 名（定員 7 名）であった。先進健康科学研究科全体の入学者数は 53 名（定員

52 名），入学定員充足率は 102％であり，適正な入学状況と判断できる。 

 

資料 5-3-1 先進健康科学研究科入学者数 
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領域 ６．教育課程と学習成果に関する基準 

 

（基準６－１） 学位授与方針が具体的かつ明確であること 

 

（項目６－１－１）学位授与方針を、大学等の目的を踏まえて、具体的かつ明確に策定していること 

 

先進健康科学研究科学位授与方針（ディプロマ・ポリシー） 

課程・専攻の目的に照らして，学生が身に付けるべき以下の具体的学習成果の達成を，学位授与の

方針として定めている。 

 【学位授与の方針】 

本研究科では，学生が身につけるべき以下の具体的学習成果の達成を学位授与の方針とする。所

定の単位を修得するとともに，修士論文を提出した者に対して修了判定を行い，先進健康科学研究

科委員会の議を経て，学長が修了を認定し，学位を授与する。  

１．所属する専攻やコースなどの専門分野における学問領域において，先端の高度な専門知識を身 

につけている。  

生体医工学コース 

     専門分野の学問領域は，生体医工学の領域であり，生体医工学の各分野における問題を理

解し，それらを解決するための論理を修得し，直面する諸問題を正確に理解し解決する能力

を身につけている。 

 

健康機能分子科学コース 

     「理学」  

専門分野の学問領域は，健康機能分子科学の領域であり，健康機能分子などに関する理

学関連分野の問題を理解し，それらを解決するための論理を修得し，直面する諸問題を正

確に理解し解決する能力を身につけている。 

「農学」  

専門分野の学問領域は，健康機能分子科学の領域であり，健康機能分子の生産と機能に

関する農学関連分野の問題を理解し，それらを解決するための論理を修得し，直面する諸

問題を正確に理解し解決する能力を身につけている。 

「医科学」 

     専門分野の学問領域は，健康機能分子科学の領域であり，健康機能分子の医療分野での

応用に関する医科学関連分野の問題を理解し，それらを解決するための論理を修得し，直

面する諸問題を正確に理解し解決する能力を身につけている。 

 

医科学コース 

  専門分野の学問領域は，医科学の領域であり，医科学に関連する問題を理解し，それらを

解決するための論理を修得し，直面する諸問題を正確に理解し解決する能力を身につけて

いる。 
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総合看護科学コース 

   専門分野の学問領域は，看護学の領域であり，看護学に関連する問題を理解し，それら

を解決するための論理を修得し，直面する諸問題を正確に理解し解決する能力を身につけ

ている。  

 

２．研究活動を通して実践的な知識を身につけるとともに，科学的思考力と洞察力を養い，専門分 

野及び関連する分野における諸問題の解決に自律的に取り組む能力を身につけている。  

３．専門分野の枠を超えて，幅広い教養と広範な視野をもち，地域や社会に貢献するための意欲と 

実践力を身につけている。  
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（基準６－２） 教育課程方針が、学位授与方針と整合的であること 

 

（項目６－２－１）教育課程方針において、学生や授業科目を担当する教員が解り易いように、①教

育課程の編成の方針、②教育課程における教育・学習方法に関する方針、③学習成果の評価の方針を

明確かつ具体的に明示していること 

 

 先進健康科学研究科の教育目標の達成に向けて，下記の教育課程編成・実施の方針を掲げている。 

 

先進健康科学研究科教育課程の編成・実施方針（カリキュラム・ポリシー） 

 本研究科において学位授与の方針を具現化するために，以下の方針の下に教育課程を編成し，教育

を実施している  

 １．教育課程の編成  

（1）学位授与の方針１．を達成するために，「専攻共通科目」及び「専門科目」を配置する。  

（2）学位授与の方針２．を達成するために，「特別研究」を配置する。  

（3）学位授与の方針３．を達成するために，「大学院教養教育プログラム」及び「自然科学系研究

科共通科目」を配置する。  

（4）学位授与の方針１．２．３．を達成するために，修士論文の審査及び最終試験を実施する。 

２．教育の実施体制  

（1）各コースの研究指導及び授業科目の教育内容に適した専門性を有する教員を配置する。  

（2）開講前に授業科目のシラバスを作成する。  

（3）閉講後には学生による授業評価アンケートに基づく教育改善を実施する。  

３．教育･指導の方法  

（1）各授業科目は，シラバスに明示された講義概要，授業計画に従って実施する。  

（2）各学生に指導教員ならびに副指導教員を配置し，履修指導や研究支援，修士論文執筆指導を行

う。 

 

上記の先進健康科学専攻共通の編成，体制及び次の方針の下に各コースの教育課程を編成し，教育

を実施する。 

 

生体医工学コース 

１．教育課程の編成  

工学的な見地から医学・医療の発展を支える人材養成のために，機械工学，電気電子工学を

基礎とした生体医工学に関するカリキュラムプログラムを配置する。  

２．教育の実施体制  

「生体医工学コース」では，生体医工学の領域において研究指導及び専門科目の教育を実施

するために,生体医工学に関連する工学や医学を専門分野とする教員を配置する。  

３．教育･指導の方法  

（1）指導教員が，研究テーマの設定及び研究計画の立案に対して適切に指導を行い，修士論文作

成に必要な専門知識や技術を修得するために研究指導を行う。  
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（2）研究室のゼミ及び中間発表会，修論発表会などを開催し，プレゼンテーション技術の指導を

行い，学会，研究集会などへの参加機会を積極的に提供する。  

(3）カリキュラムや教育内容の定期的な検討と改善を組織的に行う。 

(4) 社会人学生に対しては，教育方法の特例を適用した柔軟な授業形態による履修とともに， 

e-learning を活用した学習など，教育指導の工夫を行う。 

４．成績の評価 

（1）授業科目については，各授業の学習内容，到達目標，成績評価の方法・基準をシラバス等に

より学生に周知し，それに即した成績評価を行う。 

（2）修士論文審査は公開の論文発表審査会において行う。修士論文は，生体医工学領域において，

学術的あるいは社会的に価値を有するものとする。 

（3）最終試験は，修士論文を中心として，関連する内容について口述により行い，生体医工学領

域における専門知識の修得状況，また課題解決能力等を評価する。 

 

健康機能分子科学コース 

「理学」 

１．教育課程の編成 

健康機能分子科学コースにおいては，理学，医学，農学を跨ぐ健康科学に関する学際的なカ

リキュラムプログラムを配置する。理学系，医学系，および農学系教員が開講する専門科目が

体系的に配置されており，「健康機能分子科学コース(理学)」では，主として理学分野の科目

を修了要件科目とする。  

２．教育の実施体制  

「健康機能分子科学コース(理学)」では，健康機能分子科学の領域において研究指導及び専

門科目の教育を実施するために,健康機能分子科学に関連する理学系の教員を配置する。  

３．教育･指導の方法  

（1）理学系の教員が主指導教員となり，研究テーマの設定及び研究計画の立案に対して適切に導

入する。  

入学時に個別の履修計画及び研究指導計画を策定するなど，学生のニーズに則した研究指導 

を行う。  

（2）研究室のゼミ及び中間発表会，修論発表会などを開催し，プレゼンテーション技術の指導を 

行う。 また，学会，研究集会などへの参加機会を積極的に提供する。  

（3）カリキュラムや教育内容の定期的な検討と改善を組織的に行う。  

（4）社会人学生に対しては，教育方法の特例を適用した柔軟な授業形態による履修とともに，e-

learning を活用した学習など，教育指導の工夫を行う。  

４．成績の評価  

（1）授業科目については，各授業の学習内容，到達目標，成績評価の方法・基準をシラバス等に

より学生に周知し，それに即した成績評価を行う。  

（2）修士論文審査は公開の論文発表審査会において行う。修士論文は，健康機能分子科学領域の

理学分野において，学術的あるいは社会的に価値を有するものとする。  

 

 



 

- 57 - 

（3）最終試験は，修士論文を中心として，関連する内容について口述により行い，健康機能分子

科学領域における専門知識の修得状況，また課題解決能力等を評価する。 

「農学」  

１．教育課程の編成 

健康機能分子科学コースにおいては，理学，医学，農学を跨ぐ健康科学に関する学際的なカ

リキュラムプログラムを配置する。理学系，医学系，および農学系教員が開講する専門科目が

体系的に配置されており，「健康機能分子科学コース(農学)」では，主として農学分野の科目

を修了要件科目とする。  

２．教育の実施体制  

「健康機能分子科学コース(農学)」では，健康機能分子科学の領域において研究指導及び専

門科目の教育を実施するために,健康機能分子科学に関連する農学系の教員を配置する。  

３．教育･指導の方法  

（1）農学系の教員が主指導教員となり，研究テーマの設定及び研究計画の立案に対して適切に指

導する。入学時に個別の履修計画及び研究指導計画を策定するなど，学生のニーズに則した研究

指導を行う。  

（2）研究室のゼミ及び中間発表会，修論発表会などを開催し，プレゼンテーション技術の指導を

行う。 また，学会，研究集会などへの参加機会を積極的に提供する。  

（3）カリキュラムや教育内容の定期的な検討と改善を組織的に行う。  

（4）社会人学生に対しては，教育方法の特例を適用した柔軟な授業形態による履修とともに，e-

learning を活用した学習など，教育指導の工夫を行う。  

４．成績の評価  

（1）授業科目については，各授業の学習内容，到達目標，成績評価の方法・基準をシラバス等

により学生に周知し，それに即した成績評価を行う。  

（2）修士論文審査は公開の論文発表審査会において行う。修士論文は，健康機能分子科学領域

の農学分野において，学術的あるいは社会的に価値を有するものとする。 （3）最終試験は，

修士論文を中心として，関連する内容について口述により行い，健康機能分子科学領域にお

ける専門知識の修得状況，また課題解決能力等を評価する。 

「医科学」 

１．教育課程の編成  

健康機能分子科学コースにおいては，理学，医学，農学を跨ぐ健康科学に関する学際的なカ

リキュラムプログラムを配置する。理学系，医学系，および農学系教員が開講する専門科目が

体系的に配置されており，「健康機能分子科学コース(医科学)」では，主として医学分野の科

目を修了要件科目とする。  

２．教育の実施体制  

「健康機能分子科学コース(医科学)」では，健康機能分子科学の領域において研究指導及び

専門科目の教育を実施するために,健康機能分子科学に関連する医科学系の教員を配置する。  

３. 教育･指導の方法  

（1）医学系の教員が主指導教員となり，研究テーマの設定及び研究計画の立案に対して適  

切に指導する。入学時に個別の履修計画及び研究指導計画を策定するなど，学生のニーズに

則した研究指導を行う。  
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（2）研究室のゼミ及び中間発表会，修論発表会などを開催し，プレゼンテーション技術の  

指導を行う。また，学会，研究集会などへの参加機会を積極的に提供する。  

（3）カリキュラムや教育内容の定期的な検討と改善を組織的に行う。  

（4）社会人学生に対しては，教育方法の特例を適用した柔軟な授業形態による履修ととも  

に，e-learning を活用した学習など，教育指導の工夫を行う。  

４．成績の評価  

（1）授業科目については，各授業の学習内容，到達目標，成績評価の方法・基準をシラバ  

ス等により学生に周知し，それに即した成績評価を行う。  

（2）修士論文審査は公開の論文発表審査会において行う。修士論文は，健康機能分子科学  

領域の医科学分野において，学術的あるいは社会的に価値を有するものとする。  

（3）最終試験は，修士論文を中心として，関連する内容について口述により行い，健康機  

能分子科学領域における専門知識の修得状況，また課題解決能力等を評価する。 

 

医科学コース 

１．教育課程の編成  

多様なバックグラウンドを持つ学生に医学の基礎的素養ならびに学際的領域への幅広い視野

を涵養するカリキュラムを配置し，基礎生命科学系，臨床医学系，総合ケア科学系，統合的地

域がん医療人育成の実践的な４つのプログラムで教育課程を編成する。  

２．教育の実施体制  

「医科学コース」では，医科学の領域において研究指導及び専門科目の教育を実施するため

に，医科学に関連する医学系の教員を配置する。  

３. 教育･指導の方法  

（1）医学系の教員が主指導教員となり，研究テーマの設定及び研究計画の立案に対して適切に指

導する。入学時に個別の履修計画及び研究指導計画を策定するなど，学生のニーズに則した研

究指導を行う。  

（2）研究室のゼミ及び中間発表会，修論発表会などを開催し，プレゼンテーション技術の指導を

行う。また，学会，研究集会などへの参加機会を積極的に提供する。  

（3）カリキュラムや教育内容の定期的な検討と改善を組織的に行う。  

（4）社会人学生に対しては，教育方法の特例を適用した柔軟な授業形態による履修とともに，e-

learning を活用した学習など，教育指導の工夫を行う。 

４．成績の評価  

（1）授業科目については，各授業の学習内容，到達目標，成績評価の方法・基準をシラバス等に 

より学生に周知し，それに即した成績評価を行う。 

（2）修士論文審査は公開の論文発表審査会において行う。修士論文は，医科学領域において，学

術的あるいは社会的に価値を有するものとする。 

（3）最終試験は，修士論文を中心として，関連する内容について口述により行い，医科学領域

における専門知識の修得状況，また課題解決能力等を評価する。 
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総合看護科学コース 

１．教育課程の編成  

看護学的な見地から健康医療分野の発展を支える人材養成のために，基礎から臨床までの幅

広い総合看護科学に関するカリキュラムプログラムを配置する。  

２．教育の実施体制  

「総合看護科学コース」では，看護学の領域において研究指導及び専門科目の教育を実施す 

るために，総合看護科学に関連する看護学系の教員を配置する。  

３．教育･指導の方法  

（1）指導教員が，研究テーマの設定及び研究計画の立案に対して適切に指導を行い，修士論文作

成に必要な専門知識や技術を修得するために研究指導を行う。  

（2）研究室のゼミ及び中間発表会，修論発表会などを開催し，プレゼンテーション技術の指導を 

行い，学会，研究集会などへの参加機会を積極的に提供する。  

（3）カリキュラムや教育内容の定期的な検討と改善を組織的に行う。  

（4）社会人学生に対しては，教育方法の特例を適用した柔軟な授業形態による履修とともに，e-

learning を活用した学習など，教育指導の工夫を行う。  

４．成績の評価  

（1）授業科目については，各授業の学習内容，到達目標，成績評価の方法・基準をシラバス等に 

より学生に周知し，それに即した成績評価を行う。  

（2）修士論文審査は公開の論文発表審査会において行う。修士論文は，総合看護科学領域におい 

て，学術的あるいは社会的に価値を有するものとする。  

（3）最終試験は，修士論文を中心として，関連する内容について口述により行い，総合看護科

学領域における専門知識の修得状況，また課題解決能力等を評価する。 
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（項目６－２－２）教育課程方針が学位授与方針と整合性を有していること 

 

先進健康科学研究科の学位授与方針（ディプロマ・ポリシー） 

先進健康科学究科及び各コースの目的（資料 1-1-1(1)参照）ならびに佐賀大学学士力に照らして，

学生が身に付けるべき以下の具体的学習成果の達成を，学位授与の方針として定めており，これらの

達成に向け掲げられた教育方針を具現化するために定められた教育課程の編成・実施方針（カリキュ

ラム・ポリシー）と整合性を有している。 

 

 【学位授与の方針】 

本研究科では，学生が身につけるべき以下の具体的学習成果の達成を学位授与の方針とする。所

定の単位を修得するとともに，修士論文を提出した者に対して修了判定を行い，先進健康科学研究

科委員会の議を経て，学長が修了を認定し，学位を授与する。  

１. 所属する専攻やコースなどの専門分野における学問領域において，先端の高度な専門知識を身 

につけている。  

生体医工学コース 

     専門分野の学問領域は，生体医工学の領域であり，生体医工学の各分野における問題を理

解し，それらを解決するための論理を修得し，直面する諸問題を正確に理解し解決する能力

を身につけている。 

 

健康機能分子科学コース 

     「理学」  

専門分野の学問領域は，健康機能分子科学の領域であり，健康機能分子などに関する理

学関連分野の問題を理解し，それらを解決するための論理を修得し，直面する諸問題を正

確に理解し解決する能力を身につけている。 

「農学」  

専門分野の学問領域は，健康機能分子科学の領域であり，健康機能分子の生産と機能に

関する農学関連分野の問題を理解し，それらを解決するための論理を修得し，直面する諸

問題を正確に理解し解決する能力を身につけている。 

「医科学」 

     専門分野の学問領域は，健康機能分子科学の領域であり，健康機能分子の医療分野での

応用に関する医科学関連分野の問題を理解し，それらを解決するための論理を修得し，直

面する諸問題を正確に理解し解決する能力を身につけている。 

 

医科学コース 

  専門分野の学問領域は，医科学の領域であり，医科学に関連する問題を理解し，それらを

解決するための論理を修得し，直面する諸問題を正確に理解し解決する能力を身につけて

いる。 
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総合看護科学コース 

   専門分野の学問領域は，看護学の領域であり，看護学に関連する問題を理解し，それら

を解決するための論理を修得し，直面する諸問題を正確に理解し解決する能力を身につけ

ている。 

 

２. 研究活動を通して実践的な知識を身につけるとともに，科学的思考力と洞察力を養い，専門

分野及び関連する分野における諸問題の解決に自律的に取り組む能力を身につけている。 

３. 専門分野の枠を超えて，幅広い教養と広範な視野をもち，地域や社会に貢献するための意欲

と実践力を身につけている。 

 

 

（基準６－３） 教育課程の編成及び授業科目の内容が、学位授与方針及び教育課程方針に則して、

体系的であり相応しい水準であること 

 

（項目６－３－１）教育課程の編成が、体系性を有していること 

 

 先進健康科学研究科では，理工学・医学・看護学・農学に跨る融合領域で，先進的な健康科学分野で

活躍できる高度人材を輩出するために以下の科目群を体系的に配置した教育プログラムを構築した。 

「大学院教養教育プログラム」を基礎的な学修レベルとし，次に「自然科学系研究科共通科目」の

各研究科の専門内容に関する科目群，ならびに「専攻共通科目」で分野の枠を越えた視点を身に付け，

「特別研究Ⅰ，Ⅱ」で専門の基礎を学び，「特別研究Ⅲ，Ⅳ」で「創成科学融合特論」及び「創成科学

PBL 特論」で学んだことを活用し，「専門科目」により各コースの専門的な内容が修得できる。 

特に「自然科学系研究科共通科目」には農学系，医学系及び工学系の専門導入科目を配置すること

で，これまでの体系的教育カリキュラムとともに分野間の境界領域も学べる体制を構築し，実践して

おり，「創成科学融合特論」，「創成科学 PBL 特論」は“分野の枠を越えた視点”と“科学的思考力”

を涵養するもので，プログラムの中核を成すものである（資料 6-3-1(1)，資料 6-3-1(2)参照）。 
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資料 6-3-1(1) 大学院共用教育プログラム，自然科学系研究科共通科目，専攻共通科目の開講科目

一覧【履修案内より】 
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資料 6-3-1(2) 開講科目一覧及び履修モデル【履修案内より】 

 

生体医工学コース 開講科目一覧 
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生体医工学コース 履修モデル（カリキュラムマップ）  
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健康機能分子科学コース 開講科目一覧 
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健康機能分子科学コース 履修モデル（カリキュラムマップ） 
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医科学コース 開講科目一覧 
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医科学コース 履修モデル（カリキュラムマップ） 
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総合看護科学コース 開講科目一覧 
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総合看護科学コース 履修モデル（カリキュラムマップ） 

 

 

 

 

（項目６－３－２）授業科目の内容が、授与する学位に相応しい水準となっていること 

 

先進健康科学研究科における各授業科目は，学問分野と水準を容易に確認して体系的に学ぶことを

支援し，教育組織による学問分野と水準に基づいた教育カリキュラムの体系性や順次性を検証・改善

するために導入されたコースナンバリング制度（資料6-3-2(1)参照）に基づき，授業科目毎に番号を

附し，学問分野と水準等がオンラインシラバスに明確に示されており，その内容は授与する学位に相

応しい水準となっている（資料6-3-2(2)参照）。 
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資料6-3-2(1) 佐賀大学コースナンバリング制度実施要項 
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資料 6-3-2(2) コースナンバリング一覧 
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（項目６－３－３）他の大学又は大学以外の教育施設等における学習、入学前の既修得単位等の単位

認定を行っている場合、認定に関する規定を法令に従い規則等で定めていること 

 

  先進健康科学研究科においては，学生の入学前の既修得単位等の単位認定については，教育上有

益と認めるときは，大学院又は他の大学院（外国の大学院を含む。）において履修した授業科目につ

いて修得した単位（科目等履修生により履修した単位を含む。）を研究科委員会の議を経て，本学に

入学した後の本学における授業科目の履修により修得したものとみなすことができることが，「佐賀

大学大学院学則」，「佐賀大学大学院先進健康科学研究科規則」に定められている（資料 6-3-3（1,2）

参照）。 
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資料 6-3-3(1)  入学前の既修得単位等の認定 【佐賀大学大学院学則より抜粋】 

（入学前の既修得単位の認定） 
第 15 条 大学院は，教育上有益と認めるときは，学生が大学院に入学する前に大学院又は他の大学院（外国の大学
院を含む。）において履修した授業科目について修得した単位（科目等履修生により修得した単位を含む。）を，
研究科委員会等の議を経て，大学院に入学した後の大学院における授業科目の履修により修得したものとみなす
ことができる。 

２ 前項の規定により修得したものとみなすことのできる単位数は，転入学，再入学の場合を除き，１５単位を超え
ないものとし，また，前条第２項により当該大学院において修得したものとみなす単位数と合わせて２０単位を超
えないものとする。  

３ 前項の規定にかかわらず，学校教育学研究科にあっては，第１項の規定により修得したものとみなすことのでき
る単位数は，編入学，転入学等の場合を除き，学校教育学研究科において修得した単位以外のものについては，前
条第２項及び第３項の規定により修得したものとみなす単位数及び第２０条の２第２項の規定により免除する単
位数と合わせて学校教育学研究科が修了要件として定める単位数の２分の１を超えないものとする。 

 

資料 6-3-3(2) 入学前の既修得単位等の認定 【佐賀大学先進健康科学研究科規則より抜粋】 

（入学前の既修得単位の認定） 
第 10 条 研究科が必要と認めたときは，大学院学則第１５条の規定に基づき，学生が大学院に入学する前に大学
院及び他の大学院において履修した授業科目について修得した単位（科目等履修生により修得した単位を含
む。）を，大学院に入学した後の大学院における授業科目の履修により修得したものとみなすことができる。 

 

（項目６－３－４）大学院課程（専門職学位課程を除く）においては、学位論文（特定の課題につい

ての研究の成果を含む）の作成等に係る指導（以下「研究指導」という）に関し、指導教員を明確に

定めるなどの指導体制を整備し、計画を策定した上で指導することとしていること 

 

６－３－４ 研究指導，学位論文の指導の体制と計画 

（１）教育課程の趣旨に沿った研究指導体制と指導計画 

先進健康科学研究科では，専門分野に関する高度な知識・技術の習得に加え，科学的思考や洞察力

に基づく問題解決能力，異分野の知識や考え方を取り入れた幅広い視点と実践力，さらに研究者とし

ての高い倫理観や知財管理能力の涵養など先進性と学際性豊かな教育を行うという教育課程の趣旨に

沿って，指導教員による個別研究指導を基本方針とし，学生ごとに 1 名の主指導教員と 1 名の副指導

教員を配置する。ただし複数の領域にまたがる高度な専門分野を指導する場合は，指導教員を当該学

生が所属するコースから選出するほか，副指導教員を他のコース又は他の研究科から選出できる体制

としている（資料 6-3-4(1)第 6 条参照）。学生は，入学当初に指導との協議により，研究テーマ，履

修計画，研究計画・指導計画を策定し，毎学期，研究指導実施報告書により，指導教員からの研究指導

並びに自身の研究活動について振り返りを行っている。さらに，研究指導実施報告書により研究科委

員会などで研究指導内容や進捗状況を点検する仕組みを整えている。また，特別研究の中間発表はコ

ースの全教員体制で実施され，研究指導が行われる。 

さらに，幅広い研究の展開を目的として，他の大学院又は研究所等（外国の大学院又は研究所等を

含む。）において必要な研究指導を受けることも認められており（資料 6-3-4(1)第 11 条参照），教育

課程の趣旨に沿った仕組みが整えられている。 
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根拠資料：佐賀大学大学院先進健康科学研究科規則 

https://kiteikanri2011.admin.saga-u.ac.jp/browse.php?action_treeList&rule=1194.html 

令和 3 年度履修案内（佐賀大学大学院先進健康科学研究科・修士課程） 

 

（２）研究指導および学位論文指導に対する適切な取組 

先進健康科学研究科の各コースにおいては，理学系，農学系，医学系などの指導教員が，研究テー

マの設定及び研究計画の立案に対して適切に指導し，修士論文作成に必要な専門知識や技術を修得す

るための研究指導を行っている。また，研究室のゼミ及び中間発表会や修士論文発表会などを開催し，

プレゼンテーション技術の指導を行い，学会や研究集会などへの参加を積極的に奨励している。社会

人学生に対しては，教育方法の特例を適用した柔軟な授業形態による履修とともに，e-learning を活

用した学習など，指導方法が工夫されている。 

学位論文の指導は，基本的に研究指導体制と同じ体制で個別に行われており，中間報告会を１年次

後学期に必須とすることで，研究の進捗状況の把握，適切な研究指導を行う体制を強化している。中

間報告会には，理工学，農学，医科学，看護学系など幅広い専門の教員が参加しており，分野の枠を超

えた多角的な視点からの指導が可能となっている。 

以上のように，研究指導および学位論文指導に対する適切な取組みが行われている。 

 

根拠資料：令和 3 年度履修案内（佐賀大学大学院先進健康科学研究科・修士課程） 

 

（項目６－３－５）専門職学科を設置している場合は、法令に則して、教育課程が編成されるととも

に、教育課程連携協議会を運用していること 

 該当なし 

  

資料 6-3-4(1) 佐賀大学大学院先進健康科学研究科規則【抜粋】 
 

（指導教員） 
第 6条 学生の専攻分野の研究を指導するため，学生ごとに指導教員を置く。 
２ 指導教員は，主指導教員１人，副指導教員 1人とする。 
３ 前項の副指導教員は，複数の領域にまたがる高度な専門分野を指導する場合は，当該学生が所属するコー

スから選出するほか，他のコース又は他の研究科から選出することができるものとする。 
 
（他の大学院等における研究指導） 
第 11 条 学生は，大学院学則第１７条の規定に基づき，他の大学院又は研究所等（外国の大学院又は研究所等

を含む。）において，必要な研究指導を受けることができる。ただし，当該研究指導を受ける期間は，修士課
程の学生においては１年を超えないものとする。 
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（基準６－４） 学位授与方針及び教育課程方針に則して、適切な授業形態、学習指導法が採用され

ていること 

 

（項目６－４－１）１年間の授業を行う期間が原則として 35 週にわたるものとなっていること 

 

先進健康科学研究科において，１年間に授業を行う期間は３５週に渡ることが佐賀大学学則(資料

6-4-1(1))に定められており，これに基づいて学年暦（資料 6-4-1(2))が作成されている。 

 

資料 6-4-1(1) 佐賀大学学則【抜粋】 

 （１年間の授業期間） 

第２０条 １年間の授業を行う期間は，定期試験等の期間を含め，３５週にわたることを原則

とする。 

（授業期間） 

第２１条 各授業科目の授業は，１５週にわたる期間を単位として行うものとする。ただし，

教育上特別の必要があると認められる場合は，これらの期間より短い特定の期間において授

業を行うことができる。 

２ 卒業論文，卒業研究，卒業制作及び経済学部の演習の授業科目については，これらに必要

な学修等を考慮して，授業期間を定めることができる。 
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資料 6-4-1(2) 令和 3 年度学年暦 
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（項目６－４－２）各科目の授業期間が 10 週又は 15 週にわたるものとなっていること。なお、10

週又は 15 週と異なる授業期間を設定する場合は、教育上の必要があり、10 週又は 15 週を期間と

して授業を行う場合と同等以上の十分な教育効果をあげていること 

 

先進健康科学研究科では，各コースに多くの 1単位科目（8週科目）が設定されている（資料 6-4-2

参照）。1単位科目は，授業回数 8回を 8週の授業期間（クォーター）で実施されており，これにより

基礎的な学修から応用的な学修内容への積上げが容易となるほか，履修の自由度が増し，学生が時間

を捻出して研究活動等に専念することが可能となっている。なお，各科目は 1単位あたり 45 時間の学

修時間を想定した授業設計がなされており，15 週にわたり 2単位科目を実施した場合と同等以上の学

修時間が確保される。 

  



 

- 84 - 

 

資料 6-4-2 先進健康科学研究科開講科目一覧 
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生体医工学コース 開講科目一覧 
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健康機能分子科学コース 開講科目一覧 
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医科学コース 開講科目一覧 
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総合看護科学コース 開講科目一覧 
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（項目６－４－３）適切な授業形態、学習指導法が採用され、授業の方法及び内容が学生に対して明

示されていること 

  

先進健康科学研究科においては，佐賀大学大学院学則第17条の２（資料6-4-3(1)）に基づき，教育

課程の履修を進めるうえでの必須の指針として，資料6-4-3(2)に示す目次の内容で構成した履修案内

を作成している。 

この履修案内では，コース共通の教育の理念，教育目標，学位授与の方針，教育課程編成・実施の

方針とともに，各コースにおける教育の理念，教育目標，学位授与の方針，教育課程編成・実施の方

針を明示して教育課程の編成の趣旨を説明し，履修モデル，開講科目，指導教員一覧を掲載してい

る。また，各授業科目の詳細は，オンラインシラバスに明示されている。 

履修案内は，入学時のガイダンスや，学生が履修計画を作成する際の指導教員によるアドバイスな

どに利用される他，学生が授業の履修を進めていく際にも広く活用されている。 

 

資料6-4-3(1) 佐賀大学大学院学則(抜粋) 

（成績評価基準等の明示等） 

第17条の2 大学院は，学生に対して，授業及び研究指導の方法及び内容並びに1年間の授業及び

研究指導の計画（学校教育学研究科にあっては，授業の方法及び内容並びに1年間の授業の計

画）をあらかじめ明示するものとする。 

 

 

資料6-4-3(2) 履修案内 
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（項目６－４－４）教育上主要と認める授業科目は、原則として専任の教授・准教授が担当している

こと 

 

本研究科の学位授与方針及び教育課程方針に沿って，授業科目の教育内容ごとに，その分野の授業

を行うのに適した専門性を有し，授業担当教員の資格審査を受けた教員が講義・実習等を担当するよ

う教員が配置されている。各授業科目の教科主任は，複数の担当教員により実施する授業の一貫性を

担保するなど授業を統括している。主要授業科目は，資料 6-4-2 先進健康科学研究科開講科目一覧に

示したように，概ね専任の教授又は准教授が担当している。 

 

（項目６－４－５）専門職大学院を設置している場合は、履修登録の上限設定の制度（ＣＡＰ制度）

を適切に設けていること 

該当なし 
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（項目６－４－６）大学院において教育方法の特例（大学院設置基準第 14 条）の取組として夜間そ

の他特定の時間又は期間に授業を行っている場合は、法令に則した実施方法となっていること 

 

教育方法の特例による指導の配慮 

社会人学生に対しては教育方法の特例を適用し，履修案内に「社会人学生は，指導教員と相談のう

え，授業及び研究指導を夜間や特定の時間又は時期に受けることができる。」と明記し，柔軟な授業

形態による履修が可能となるよう配慮している。その方策としては，必要に応じて17時30分以降の授

業開講やビデオ録画による学習などを実施している。具体的には，「生体医工学概論」や「生体防御

学特論」では，授業を撮影したビデオの視聴（聴講確認のため，内容を要約したレポートを提出）の

みを履修方法としているほか，「実験動物学特論」や「社会・予防医学概論」など多くの科目では，

出席できない場合，授業のビデオ録画を視聴させる代替の学習手段を認めている。特に社会人学生が

多い医科学コース及び総合看護科学コースにおいては，大学院講義室に自動ビデオ記録装置を設置

し，授業内容を記録したＤＶＤやe-ラーニングによる学習を推進している。 

令和2年度以降は新型コロナウイルス感染症流行の影響を受け，感染拡大防止の観点から授業がeラ

ーニングを利用する遠隔講義に切り替えられたことにより，ＤＶＤの貸し出し枚数が減少した。  
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資料 6-4-6(1) 授業内容等を記録したＤＶＤ貸出回数一覧(平成 31 年度・令和 2年度・令和 3年度) 

【学生課ＤＶＤ貸出簿より集計】 

授業科目名等 
貸出 DVD 枚数 

H31 R2 R3 

病因病態学概論 6 0 0 

社会・予防医学概論 8 0 0 

生命科学倫理概論 7 0 0 

臨床医学概論 3 0 0 

生理学特論 4 0 0 

精神・心理学特論 3 0 0 

遺伝子医学特論 7 8 0 

リハビリテーション医学特論 7 0 0 

地域医療科学特論 1 0 0 

看護機能形態学特論 6 0 0 

生命科学・医療倫理  7 0 0 

微生物学・免疫学特論 0 0 1 

計 59 8 1 

 

 

 
 

（項目６－４－７）薬学に関する学部又は学科のうち臨床に係る実践的な能力を培うことを主たる目

的とするものを設置している場合は、必要な施設を確保し、薬学実務実習を実施していること 

該当なし 

 

（項目６－４－８）教職大学院を設置している場合は、連携協力校を確保していること 

該当なし 

 

（項目６－４－９）夜間において授業を実施している課程を置いている場合は、配慮を行っているこ

と 

該当なし 

 

（項目６－４－10）通信教育を行う課程を置いている場合は、印刷教材等による授業、放送授業、面
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接授業（スクーリングを含む。）若しくはメディアを利用して行う授業の実施方法が整備され、指導が

行われていること 

該当なし 

 

（項目６－４－11）専門職学科を設置している場合は、授業を行う学生数が法令に則していること 

該当なし 

 

（基準６－５） 学位授与方針に則して適切な履修指導、支援を行っていること 

 

（項目６－５－１）学生のニーズに応え得る履修指導の体制を組織として整備し、指導、助言が行わ

れていること 

 

授業科目や専門，専攻の選択の際のガイダンスの実施状況 

入学時にコースごとのオリエンテーションを行っており，その際，履修案内等を配付した上で，コ

ースカリキュラム編成の趣旨，履修科目選択に関する説明，研究計画と論文審査に関する説明などを

実施している。また，授業科目ごとに，学習目的，学習内容の概要，各授業科目の内容等の説明を行っ

ており，大学院課程の学修支援に係るガイダンスが適切に実施されている。 

研究科の学生は原則的に個別に指導担当教員が付いているので，個別学習相談による支援が適切に

実施されている。社会人大学院学生に対しては，教育方法の特例による指導に加えて，学生課大学院

教育担当から電子メールによる授業情報の提供や授業ビデオ DVD の発送など，細やかな学習支援を実

施している。 

 

根拠資料：大学院新入生オリエンテーション資料 

社会人学生あて電子メール例 

 

・履修指導の実施状況（別紙様式６－５－１） 

取組 実施組織 実施状況 

オリエンテーション 
先進健康科学研究科 

各コース 
入学者を対象に入学時（4月・10 月）に実施 

長期履修について 学生課・教務課 
入学時に長期履修について案内を配布し、希望者に提出させ

た。 

ポートフォリオ学習支援 

統合システム 
全学教育委員会 履修指導に活用 

 

（項目６－５－２）学生のニーズに応え得る学習相談の体制を整備し、助言、支援が行われているこ

と 

 

先進健康科学研究科では，学生のニーズを把握する手段として，大学院での指導教員体制が機能し

ており，学習支援とともに生活支援や進路相談等に関する学生のニーズを適切に把握し，必要な相談・

助言を行っている。 

学生の教務関連総合サイトである「LiveCampus」のポータルサイトには各教員のオフィスアワー情
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報（https://lc2.sc.admin.saga-u.ac.jp/lcu-web/）を掲載して，個別学習相談にも対応している。 

また，学生の健康や心の相談・助言体制として，保健管理センター及び学生カウンセラー相談窓口

が整備されている。それぞれ，専任の教職員やカウンセラーが配置され，多くの学生に利用されてい

る。必要に応じて，問題を抱えている学生に対するカウンセリングやキャンパス・ソーシャルワーカ

ーによる面談を行うなど，組織的な支援を展開している。 

 

根拠資料：保健管理センター利用状況データ 

 

（項目６－５－３）社会的・職業的自立を図るために必要な能力を培う取組を実施していること 

 

先進健康科学研究科においては，下記資料 6-5-3 に示すように社会的・職業的自立を図るために必

要な能力を培う取組を正課内外で実施している。 

 

資料 6-5-3 社会的・職業的自立を図るために必要な能力を培う取組（別紙様式６－５－３） 

 

 

（項目６－５－４）障害のある学生、留学生、その他履修上特別な支援を要する学生に対する学習支

援を行う体制を整えていること 

 

先進健康科学研究科においては，研究科長，専攻長，学生課，保健管理センター，指導教員等で対応

を協議し，個別にサポートを行っている。 

留年した大学院学生及び社会人大学院学生には，指導教員が各学生の実状に即した履修指導（教育

方法の特例など）及び研究指導等を個別に行い，学習支援を適切に行っている。社会人大学院学生に

対しては，教育方法の特例による指導に加えて，学生課大学院教育担当から電子メールによる授業情

報の提供や授業ビデオ DVD の発送など，細やかな学習支援を実施している。 

 

・履修上特別な支援を要する学生等に対する学習支援の状況（別紙様式６－５－４） 

対象 実施組織 実施状況 

障害のある学生  該当者なし 

留学生 
国際交流推進セン

ター 

チューター制度：新入留学生には各人にチューターを配置し，生

活をサポートしている。 

日本語教育：日本語コース（初級～上級 6レベル） 

就学上生活上の指導助言の実施 

取組 実施組織 実施状況 

社会的・職業的自立に関する

指導等 

先進健康科学研究

科 

自然科学系研究科共通科目群の選択科目「創成科学インター

ンシップＳ（短期：５～10 日）」，「創成科学インターンシップＬ

（長期：10 日以上）」は，実務での課題解決や遂行能力を養い，

職業適性や将来を考える機会を提供することを目的として開設

しており，海外を含む社会との繋がりにおける実践的教育とし

てインターンシップを単位認定している。 



 

- 99 - 

 

（基準６－６） 教育課程方針に則して、公正な成績評価が厳格かつ客観的に実施されていること 

 

（項目６－６－１）成績評価基準を学位授与方針及び教育課程方針に則して定められている学習成果

の評価の方針と整合性をもって、組織として策定していること 

 

 先進健康科学研究科における授業科目の成績は，全ての科目のオンラインシラバスに明示された

評価方法、成績評価基準等の基準に従って厳格に行われており，履修案内にもコースごとに成績評価

基準を明示している。 

 

根拠資料：佐賀大学成績判定等に関する規程 

     https://kiteikanri2011.admin.saga-u.ac.jp/browse.php?action_treeList&rule=352.html 

佐賀大学大学院先進健康科学研究科規則 

https://kiteikanri2011.admin.saga-u.ac.jp/browse.php?action_treeList&rule=1194.html 

令和3年度先進健康科学研究科研究科履修案内 

 

（項目６－６－２）成績評価基準を学生に周知していること 

 

先進健康科学研究科における成績評価基準は，履修案内に明記し，さらに，授業科目ごとの成績評

価方法をオンラインシラバスに記載しており，ホームページへの掲載，入学時及び初回授業時のガイ

ダンス等を通して，学生への周知を徹底している。 

これらの周知の効果に関しては，学生を対象に実施された令和 2 年度先進健康科学研究科の開講科

目に関する授業評価アンケート結果である資料 2-3-3 (4)に示されるように「授業の選択・予習・復習

などのためにシラバスを活用しましたか」という質問において，ほとんどの学生がオンラインシラバ

スを活用していることが示されており，学生の関心は高いとみなされ，十分に周知されていると判断

できる。 

 

（項目６－６－３）成績評価基準に則り各授業科目の成績評価や単位認定が厳格かつ客観的に行われ

ていることについて、組織的に確認していること 

 

先進健康科学研究科における授業の具体的な成績評価と単位認定は，６－２－１教育課程の編成・

実施方針の中で明示した成績の評価要領に基づき，各授業科目の実施責任者である教科主任により，

授業科目ごとにシラバスに明記された学習内容，到達目標，成績評価の方法・基準に則って実施され

ている。 

 

根拠資料：佐賀大学大学院学則（第 18～20 条） 

https://kiteikanri2011.admin.saga-u.ac.jp/browse.php?action_treeList&rule=433.html 

佐賀大学大学院先進健康科学研究科規則 

https://kiteikanri2011.admin.saga-u.ac.jp/browse.php?action_treeList&rule=677.html 
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 （項目６－６－４）成績に対する異議申立て制度を組織的に設けていること 

 

学生からの成績評価に関する異議の申立てに関しては，全学的な規程を大学教育委員会で定めたと

ころであるが，これまでに該当する事例が研究科委員会で問題になったことは無く，成績評価等の客

観性・厳格性が保たれている結果と考えられる。 

 

資料 6-6-4 成績評価の異議申立て【佐賀大学令和 3年度学生便覧より抜粋】 
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（基準６－７） 大学等の目的及び学位授与方針に則して、公正な卒業（修了）判定が実施されてい

ること 

 

（項目６－７－１）大学等の目的及び学位授与方針に則して、卒業又は修了の要件（以下「卒業（修

了）要件」という。）を組織的に策定していること 

 

先進健康科学研究科における修了要件は，「佐賀大学大学院学則」第 18 条（資料 6-7-1(1)）に基

づき，学位授与方針に沿って策定した２年間の教育課程により 60 単位以上（医科学コースの統合的

地域がん医療人育成プログラムの学生については，65 単位以上）を修得し，かつ，必要な研究指導

を受けた上，論文の審査及び最終試験に合格した者に対して修了の認定を行うという基準を策定し

ている。修得すべき単位の内容については，「佐賀大学大学院先進健康科学研究科履修細則」（資料

6-7-1(2)）に定めている。 

 

資料 6-7-1(1) 課程修了の要件【佐賀大学大学院学則より抜粋】 

（修士課程及び博士前期課程の修了要件） 

第１８条 修士課程及び博士前期課程の修了要件は，当該課程に２年（２年以外の標準修業年限を定める研究

科，専攻又は学生の履修上の区分にあっては，当該標準修業年限）以上在学し，３０単位以上を修得し，か

つ，必要な研究指導を受けた上，当該修士課程及び博士前期課程の目的に応じ，修士論文又は特定の課題につ

いての研究の成果の審査及び最終試験に合格することとする。ただし，在学期間に関しては，優れた業績を上

げた者については，当該課程に１年以上在学すれば足りるものとする。 
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資料 6-7-1(2) 佐賀大学大学院先進健康科学研究科履修細則 
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（項目６－７－２）大学院教育課程においては、学位論文又は特定の課題についての研究の成果の審

査に係る手続き及び評価の基準（以下「学位論文審査基準」という。）を組織として策定されているこ

と 

 

先進健康科学研究科における学位の授与については，「佐賀大学学位規則」第 7～19 条，「佐賀大学

大学院先進健康科学研究科規則」第 14 条並びに「佐賀大学大学院先進健康科学研究科における学位

の授与に関する取扱要項」に基づき，研究科委員会は研究科の教員の中から 3人以上の学位論文審査

員の選出を行い（うち 1 人を主査とする），審査員組織によって公開審査及び最終試験を行う体制が

整備されている。審査員による公開審査及び最終試験の結果は，「修士論文及び最終試験結果報告書」

として研究科長に提出され，学位授与の可否を研究科委員による投票で決定しており，その結果は先

進健康科学研究科長から学長に報告され，学位を授与すると決定した者には学位記が交付され，学位

を授与できないと決定した者には，その旨が通知される(資料 6-7-2(1～3)参照）。 

また，令和２年度に第１期生の修士論文審査を行うにあたり，研究科でルーブリック評価を導入す

ることが決定され，修士論文審査では各コースが設定したルーブリックに基づき評価が行われた。令

和３年度履修案内の成績評価にその旨を追記したが，具体的なルーブリック評価基準の公表は行っ

ていない(資料 6-7-2(4)参照）。 
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資料 6-7-2(1) 佐賀大学学位規則【抜粋】 

（学位の申請） 

第７条 第５条に規定する学位の授与を受けようとする者は，学位申請書（第１号様式）に修士の学位論

文又は特定の課題についての研究の成果（以下「修士論文等」という。）を添え，研究科長に提出しな

ければならない。 

  （中略） 

５ 既納の学位論文審査手数料は，返還しない。 

（修士論文等及び博士論文） 

第８条 修士論文等及び博士論文は，１編に限る。ただし，参考資料として他の論文を添付することがで

きる。 

２ 研究科長は，審査のため必要があるときは，修士論文等及び博士論文の提出者に，当該修士論文等及

び博士論文の訳文その他必要な資料等の提出を求めることができる。 

（審査の付託） 

第９条 研究科長は，第７条第１項の規定による修士の学位の申請を受理したときは，当該研究科委員会

にその審査を付託しなければならない。 

（中略） 

（審査員の選出） 

第１０条 前条第１項の規定により修士論文等の審査を付託された研究科委員会は，修士論文等の内容及

び専攻科目に関連がある教員の中から審査員３人以上を選出して，修士論文等の審査及び最終試験を行

わせるものとする。 

２ 前条第２項の規定により博士論文の審査を   (中略) 

３ 前２項の規定にかかわらず，修士論文等及び博士論文の審査に当たって必要があるときは，研究科委

員会の議を経て，他の大学院又は研究所等（外国の大学院又は研究所等を含む。）の教員等を審査員と

して加えることができる。 

（審査の期間） 

第１１条 修士論文は，提出者の在学期間中に審査を終了するものとする。 

（中略） 

（最終試験） 

第１２条 最終試験は，第７条第１項又は第２項の規定により申請のあった者に対し，修士論文等又は博

士論文の審査を終えた後，修士論文等又は博士論文を中心として，これに関連のある科目について筆記

又は口述により行うものとする。 

   （中略） 

（審査結果の要旨の報告） 

第１６条 審査員は，第７条第１項又は第２項の規定により申請のあった者の修士論文等又は博士論文の

審査及び最終試験を終了したときは，その結果の要旨を速やかに研究科委員会に報告するものとする。 

２ 審査員は，第７条第３項及び第４項の規定により申請のあった者の博士論文の  

     (中略) 

３ 前２項の報告は，文書をもって行うものとする。 

（合否の判定） 

第１７条 研究科委員会は，前条第１項の報告に基づき，修士論文等又は博士論文及び最終試験の合否の

判定を行う。 

(中略) 

（判定結果の報告） 

第１８条 学部長又は研究科長は，教授会又は研究科委員会において学位を授与するものと判定したとき

は，速やかに，次に掲げる事項を記載した文書を添えて，その旨を学長に報告しなければならない。 

(1) 授与する学位の種類 

(2) 授与する年月日 

(中略) 

２ 学位を授与できないと判定した者については，その旨を学長に報告しなければならない。 

（学位の授与） 

第１９条 学長は，前条の報告を経て，課程の修了及び学位を授与すると決定した者には，学位記（第５

号様式，第６号様式，第７号様式，第８号様式又は第９号様式）を交付し，学位を授与できないと決定

した者には，その旨を通知するものとする。 

２ 前項の規定にかかわらず，国立学校設置法の一部を改正する法律（平成１５年法律第２９号）附則第

２項の規定により平成１５年９月３０日に在学する者が在学しなくなる日までの間存続するものとされ

た佐賀医科大学に在学していた者に対し，学位を授与すると決定した場合の学位記は，第１０号様式，

第１１号様式又は第１２号様式とする。 
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資料 6-7-2(2)  佐賀大学大学院先進健康科学研究科規則【抜粋】  

（学位論文の提出） 

第１４条 学位規則第７条第１項の規定により，修士の学位の授与を受けようとする者は，申請書類ととも

に，学位論文又は特定の課題についての研究の成果（以下「修士論文等」という。）を指定した期日まで

に研究科長に提出しなければならない。 

（学位論文審査員） 

第１５条 佐賀大学大学院先進健康科学研究科委員会（以下「研究科委員会」という。）は，修士論文等の

審査のため，研究科の教員の中から３人以上の学位論文審査員（以下「審査員」という。）を選出し，う

ち１人を主査とする。 

２ 前項の規定にかかわらず，学位論文の審査に当たって必要があるときは，研究科委員会の議を経て，他

の研究科，他の大学院又は研究所等（外国の大学院又は研究所等を含む。）の教員等を審査員に加えるこ

とができる。 

 

資料 6-7-2(3)  佐賀大学大学院先進健康科学研究科における学位の授与に関する取扱要項 

 （趣旨） 

第１条 佐賀大学大学院先進健康科学研究科（以下「先進健康科学研究科」という。）における学位の授与

に関する取扱いについては，佐賀大学学位規則（平成１６年４月１日制定。）及び佐賀大学大学院先進健

康科学研究科規則（平成３１年２月２７日制定。以下「研究科規則」という。）に定めるもののほか，こ

の要項の定めるところによる。 

 （修士論文等の提出期日） 

第２条 研究科規則第１４条の規定により，修士の学位の授与を受けようとする者は，次に掲げる書類を

各コースで定められた期日までに提出するものとする。 

 (1) 学位申請書 １部 

 (2) 修士論文又は特定の課題についての研究の成果（以下「修士論文等」という。） １部 

 （修士論文審査員） 

第３条 研究科規則第１５条第１項に規定する学位論文審査員（以下「審査員」という。）は，修士論文等

の内容及び専攻科目に関連する分野の教員３人以上とし，うち１人を互選により主査とする。 

２ 前項の教員は，佐賀大学大学院先進健康科学研究科委員会（以下「研究科委員会」という。）において，

研究指導教員の資格の認定を受けた者とする。 

３ 第１項の規定にかかわらず，学位論文の審査に当たって必要があるときは，研究科委員会の議を経て，

同項の審査員として，他の研究科，他の大学院又は研究所等（外国の大学院又は研究所等を含む。）の教

員等を加えることができる。 

４ 第１項の審査員の選出は，学位の授与を受けようとする者が所属するコースの推薦に基づき，研究科

委員会が行う。 

 （修士論文等の審査及び最終試験） 

第４条 審査員は，修士論文等の審査及び最終試験を実施する。 

２ 審査員は，修士論文等の審査を実施するに当たり，研究指導が研究指導実施報告書に基づき，適切に

行われていることを確認するものとする。 

 （修士論文等の審査及び最終試験結果の報告） 

第５条 審査員は，修士論文等の審査及び最終試験が終了したときは，修士論文審査及び最終試験結果報

告書を作成し，先進健康科学研究科長に提出するものとする。 

 （雑則） 

第６条 この要項に定めるもののほか，先進健康科学研究科における学位の授与に関し必要な事項は，研

究科委員会が別に定める。 
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資料 6-7-2(4)  成績の評価【令和 3年度履修案内抜粋】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（項目６－７－３）策定した卒業（修了）要件（学位論文評価基準を含む）を学生に周知している 

こと 

 

「佐賀大学大学院学則」等及び「佐賀大学学位規則」に定められた修了要件については，先進健康科

学研究科の履修案内に記載されており，ホームページへの掲載，入学時及び授業時のガイダンス，

学年ごとのオリエンテーション，研究指導教員による指導などを通して，学生への周知を徹底し

ている（資料 6-7-3）。 

 

資料 6-7-3 修了要件【令和 3 年度先進健康科学研究科履修案内より抜粋】 

Ⅱ．研究指導，修了要件，履修方法について 

１．教育の理念 

先進健康科学研究科の修士課程では，科学技術の多様化と高度化する理工学系，農学系，医学・看護

学系の各分野への関心を深め，幅広い専門基礎知識を身に付けると共に，複眼的な思考により課題に

取り組む素養を持った創造性を養う。本研究科では，健康科学に関連する３つの系の統合効果を活か

し，先進技術に対応可能な学際的能力を高めることを教育理念とする。 

 

２．修了要件と学位 

修士課程の修了要件は，佐賀大学大学院学則第 18 条に述べられているとおりである。 

第 18 条 修士課程の修了要件は，当該課程に 2年（2年以外の標準修業年限を定める研究科，専攻又

は学生の履修上の区分にあっては，当該標準修業年限）以上在学し，30 単位以上を修得し，かつ，必

要な研究指導を受けた上，当該修士課程の目的に応じ，修士論文又は特定の課題についての研究の成

果の審査及び最終試験に合格することとする。ただし，在学期間に関しては，優れた業績を上げた者

については，当該課程に 1 年以上在学すれば足りるものとする。 

学位の種類は，修士（工学），修士（理学），修士（農学），修士（医科学），修士（看護学）とな

っている。 

 

 

（項目６－７－４）卒業又は修了の認定を、卒業（修了）要件（学位論文評価基準を含む）に則して

組織的に実施していること 

 

 先進健康科学研究科研究科における論文審査は，６－１－１学位授与方針に基づいた６－２－１教

育課程の編成・実施方針の中に明示された成績の評価要領に沿って，各専門領域において学術的ある

いは社会的に価値を有するものであるかを適切に評価することができるように審査体制を整えている

（資料 6-7-4 参照）。 

４．成績の評価 

（1）授業科目については，各授業の学習内容，到達目標，成績評価の方法・基準をシラバス等により学生に周知し， 

それに即した成績評価を行う。 

（2）修士論文審査は公開の論文発表審査会において行う。修士論文は，生体医工学領域において，学術的あるいは 

社会的に価値を有するものとし，コースで設定したルーブリックに基づいて評価する。 

（3）最終試験は，修士論文を中心として，関連する内容について口述により行い，生体医工学領域における専門知識 

の修得状況，また課題解決能力等を総合的に評価する。 
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資料 6-7-4 学位の授与（各コース共通）【佐賀大学大学院先進健康科学研究科履修案内抜粋】 

 修士論文の学位審査は３名以上の審査員によって行う。主査は学生の所属するコースより選

出し，副査は，修士論文の研究課題に応じて研究科内の他コースあるいは他研究科の教員を選

出することができる。学位審査を希望する学生が申請した学位と称号について，学位審査会で

最終試験と審査を実施した後，試験と審査の概要を研究科委員会に報告し，合否案を提案する。

委員会はこの報告に基づき審議の上，学生が申請した学位と称号について合否を決定する。 

 

 

学位論文の授与については，「佐賀大学学位規則」第 7～19 条，「佐賀大学大学院先進健康科学研

究科規則」第 14 条並びに「佐賀大学大学院先進健康科学研究科における学位の授与に関する取扱要

項」に基づき，研究科委員会は研究科の教員の中から 3人以上の学位論文審査員の選出を行い（う

ち 1人を主査とする），審査員組織によって公開審査及び最終試験を行う体制が整備されている。審

査員による公開審査及び最終試験の結果は，「修士論文及び最終試験結果報告書」として研究科長に

提出され，学位授与の可否を研究科委員による投票で決定している。 

以上のように，学位論文の提出及び資格に係る基準，審査員の選考方法，審査の方法，学位授与

の可否の決定方法を定めた規則，細則などの審査体制が適切に整備されており，それに基づいた審

査委員会が組織され，研究科委員会による学位審査が問題なく行われるようになっている。 
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（項目６－７－５）専門職学科を設置している場合は、法令に則して卒業要件が定められていること 

該当なし 

 

（基準６－８） 大学等の目的及び学位授与方針に則して、適切な学習成果が得られていること 

 

（項目６－８－１）標準修業年限内の卒業（修了）率及び「標準修業年限×1.5」年内卒業（修了）率、

資格取得等の状況が、大学等の目的及び学位授与方針に則して適正な状況にあること 

 先進健康科学研究科では，修了に際しては，個々の学生について学位論文の審査を厳格に行ってお

り，資料 6-8-1(1)で示すように最終学年学生の学位取得率は，生体医工学コース及び健康機能分子科

学コースは，概ね 90％以上，医科学コースは 67％，総合看護科学コースは全員が社会人学生であり長

期履修制度を利用していることから取得者はいなかった。 

 

資料 6-8-1(1）先進健康科学研究科の令和 3 年度学位取得状況 

 

コース名 
最高学
年人数 

取得者数 備考 

生体医工学コース 20 18 
留年 1 
休学等による 
終了時期の遅延 1 

健康機能分子科学コース 30 28 
留年 1 
退学 1 

医科学コース 6 4 （長期履修者 2） 

総合看護科学コース 12 3 
留年 1 
（長期履修者 8） 

 

 

（項目６－８－２）就職（就職希望者に対する就職者の割合）及び進学の状況が、大学等の目的及び

学位授与方針に則して適正な状況にあること 

 先進健康科学研究科の修了者は，下記資料 6-8-2 で示すように，進学する者と就職する者とに分か

れ，進学者は本学大学院においてさらに専門性と研究能力を高めるための研鑽を積んでいる。就職率

は 100％で，各種製造業，情報通信業，運輸・郵便業，医療・福祉など関連企業の専門職者として活躍

している。 
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資料 6-8-2 修了後の進路の状況【大学院修了生就職データより抜粋】 

進学率＝進学者／修了者数，   就職率＝就職者数／(修了者数－進学者数－不詳者数） 

修了
者数 

進学
者数 

進学先別内訳 

就職
者数 

就職先別内訳 

その他 社会人 
不詳 
者数 

進学率 就職率 

大学院博士課程等 教員 企業等専門･技術職 

本学 他大学 留学 
大学 
助手等 

他教育
機関 

建設業 製造業 
情報通
信業 

運輸・
郵便業 

医療・
福祉，
学術研
究，専
門・技
術サー
ビス等 

53 6 6 0 0 36 0 0 0 24 3 1 8 3 8 0 11% 100% 

 

 

（項目６－８－３）卒業（修了）時の学生からの意見聴取の結果により、大学等の目的及び学位授与

方針に則した学習成果が得られていること 

 本学教育委員会と全学教育機構高等教育開発室が中心となり，各研究科に在籍する修了予定者を対

象に毎年 12 月～３月にかけて，就学状況，教育環境，知識や技能の習得，満足度についてのアンケー

ト調査が，本研究科第１期生となる令和２年度修了予定者を対象に初めて実施された（資料 6-8-3 参

照）。学生への修学支援に対する満足感，自学自習スペースや ICT を活用した施設・設備については他

研究科と比較して格差はないが，大学院で習得した知識や技能の「専門的な知識や技能」，「就職に結

び付く技能」，「分析し批判する能力」については，「まったくできなかった」「あまりできなかった」

の割合が他研究科より僅かに多かった。 
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資料 6-8-3 国立大学法人佐賀大学 共通アンケート（大学院修士課程・博士前期課程 2 年生修了 

予定者対象） 
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（項目６－８－４）卒業（修了）後一定期間の就業経験等を経た卒業（修了）生からの意見聴取の結

果により、大学等の目的及び学位授与方針に則した学習成果が得られていること 

 令和 2 年度に第 1 期生が修了したばかりであり，今後，具体的な実施方法等について検討を行うこ

ととする。 

 

 

（項目６－８－５）就職先等からの意見聴取の結果により、大学等の目的及び学位授与方針に則した

学習成果が得られていること 

令和 2 年度に第 1 期生が修了したばかりであり，今後，具体的な実施方法等について検討を行うこ

ととする。 

 

 

  



 

 

 

- 122 - 

Ⅶ 改善事項一覧等 

 改善・向上が必要と確認された事項 
対応計画・改善状況 

計画の 

進捗状況 年 内容 

教

育 

R2 学外関係者（修了者，就職先関係者等）からの意見聴取から意
見聴取を行う仕組みが必要である。 
 

【令和 3年 12 月】 
修了生の就職先関係者への調査については，今後キャリアセンタ
ーと共に検討を行う予定である。 
 

【令和 4年 10 月】 

 
 

□ 検討中 

□ 対応中 

□ 対応済 

□ その他 

（    ） 

R2 教育の改善を図るために先進健康科学研究科独自の目的・課題
に即したFDを実施するためにも FD委員会の設置が必要では
ないだろうか。 

【令和 3年 12 月】 
現時点では，全学を対象としたものや各研究科が実施する FD に積
極的に参加しており，その活動状況は学部単位で管理している。FD
委員会の設置については，今後検討をする予定である。 
 

【令和 4年 10 月】 

 
 

□ 検討中 

□ 対応中 

□ 対応済 

□ その他 

（    ） 

R2 学位授与の方針を大学等の目的を踏まえ，具体的に明確にする
ために学位授与の方針に項目タイトルを付けてはどうか。 

【令和 3年 12 月】 
研究科全体で，検討する予定である。 
 

【令和 4年 10 月】 

 
 

□ 検討中 

□ 対応中 

□ 対応済 

□ その他 

（    ） 

R3 （令和３年度自己点検・評価書に新たに「改善すべき点」と

して記載するもの） 

【令和 4年 10 月】 

 

□ 検討中 

□ 対応中 

□ 対応済 

□ その他 

（    ） 

 


